


目次

緒言

'
E
且

.

，

E--

円
‘

u

F

『

M

市，・

n

H

u

v

'

E

A

n

ぺ
M

F

「
M

岬，・

n
H
u
n
r
“

F同
M

F

『

υ

n

n

v

n

r

u

-

ゐ

唱

i

1

A

'

i

n

4

n

r

臼

円

'

u

q

L

a

n

τ

n

o

回

可

』

-

F
l
 

部

…

…

…

…

員

…
客

…

人

野

…

日

日

国

日

分

…

野

口

野

野

外

門

野

門

識

分

門

分

分

設

(

日

日

日

部

分

野

野

部

認

野

析

部

野

析

析

施

門

要

現

析

分

分

析

報

分

解

応

分

解

解

存

部

リ

等

…

究

続

発

解

現

御

解

情

節

質

反

析

学

応

保

析

日

文

研

の

報

子

発

制

能

問

調

物

境

解

化

適

統

解

論

表

定

動

情

伝

質

伝

機

物

謝

能

環

態

態

境

系

環

表

・

発

特

活

伝

遺

形

遺

物

生

代

機

物

病

生

環

麦

活

発

書

頭

省

動

究

遺

生

生

大

生

究

著

口

部

活

研

研

文

究研

1

2

3



緒 -==-~ 

農業生物研究所から資源生物科学研究所へと昭和63年 (1988年4月)に改組し， 4年を経過

した。研究所の種々の活動を広く知ってもらい，研究所内外の研究交流を推進するために年

報として記録し，将来への発展の資料とすることにした。ここに平成3年度(1992年3月〉ま

での記録を第一号として公表する。

改組以降，研究所の各部門では活発な研究活動が展開され，この年報に記されたような成

果がえられた.新設の生活環解析(外国人客員)部門では， 4年聞に5人の客員教授の方々が

来日在籍し，研究活動に新たな息吹を吹込まれた。また，所内外を通じたプロジェクト研究を

企画し，文部省特定研究の経費を用いて3件の課題を推進した。

本研究所では，大学院自然科学研究科(博士課程〉・農学研究科(修士課程)の教育にも書

画しており，期間中に計16名の修了生を送り出した。近年，学生数は増加傾向にあり現在30数

名が在学中である.

また，所内外の研究交流をはかり活動を活性化する目的で年1回資源生物科学シンポジウ

ムを開催しており，毎回多数の重量加を頂き通算8回を教えている。これとは別に，全国からの

著名な研究者による学術講演会および近隣で活躍中の気鋭の研究者による非常勤講師の講義

をそれぞれ年数回行なっている。

以上のような諸活動に加え，この年報では，研究者の受入れ，所員の受賞や職員の異動など

も加え記録とした。

ここで研究所設立以来の研究活動を示す出版物について振り返って見る.大正3年(1914

年)財団法人大原奨農会農業研究所として設立され，昭和26年(1951年)に岡山大学に移管さ

れて，多少の変遷を経て大学附置農業生物研究所となり，前述の改組により現在に至ってい

る。設立以来，原著論文は和文と欧文の2誌が出版されて来た。和文誌は「農学講演集J(第5

巻まで)に始まり「農学研究J(前者の改題，第6巻より，平成3年の第62巻で終刊〕として出

版された。古くは「大原農業研究所特別報告Jもある。欧文誌は rBerichte des Ohara 
Instituts fur landwirtschitliche Biologie， Okayama Universit邑tJ(平成3年の第20巻で終刊)と

して出版された。現在は原著論文の出版として，和文誌と欧文誌を合併した形で「岡山大学資

源生物科学研究所報告Jとして引き継がれている。

原著論文誌の他にj岡山大学に移管後は広報誌として「岡山大学農業生物研究所要覧」がほ

ぼ定期的に，研究所の概要の紹介を各部門の代表的論文表題を含めて出版されて来た。英文

による概要の紹介も出版されて来た。これらの要覧は引き続き出版されている。

改組以来，出版物の発行は「出版・広報委員会Jが担当している。今回の年報の出版に当

たってもワーキンググループの委員を中心に各委員の方々の尽力によった。資料の収集，取

りまとめに多大の努力をして頂いた。深く感謝申し上げる。

時を同じくして大学設置基準の規定改正により，我々の研究所においても「自己点検・評

価Jを実施し公表することになった。第一号では不足する項目があるが，第二号から補足する

予定であることを付記しておし

所長兼久勝夫
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1 .研究活動

1 .研究活動の概要

遺伝情報発現部門

遺伝子解析分野

本分野では，資源植物における各種遺伝子および染色

体の構造と横能を解析することを目的とし，これに関与

する各種バイオテクノロジー技術の開発・改良およびそ

の利用に関する研究を進めている.

(1) 高形質転換能トマト実験系の開発と関与遺伝

子の解析と応用

トマトは遺伝子における重要な実験織物であるが，高

率に形質転換個体を作出する実験系は確立していない.

本研究では， トマト栽培種 (LycotersiconIIsculentum) 

とトマト属野生種 (L.tgrutJianum)の雑種後代から，

高形質転換能をもっトマト系統を選抜し，それらを材料

として，遺伝学および分子遺伝学のための実験系を作る

ことを目的とする.

現在.Tiプラスミドベクターによる形質転換能(図

1 )および個体再生能が高<.種子の稔性が高い系統が

得られている.

図1 アグロバタテリウムによるカナマイシン耐性遺伝子
(NPTH遺伝子)のトマト細胞への導入.NPTH遺伝子
を組込んだパイナリベクターを含むアグロパタテリウムと

トマト糞切片との共存培養の後，業切片をカナマイシンを
含む繕地に移すと，カナマイシン耐性に形質転換したカル
スが生じる.矢印は形質転換カルスの一つを示す.

(2) DNAタギングによる植物遺伝子の効率的な
ク口一二ンゲおよびマ'"ピンゲ法の開発

遺伝子を直袋染色体DNAからクローユングする方法

のーっとして外来 DNAによるタギング法がある。これ

はDNA組換えによって染色体に外来DNAを掃入し.

これによって生じた突然変異遺伝子を外来DNA配列を

手鍋りに単離する方法である。また，挿入に用いたDN
A配列をプロープとして.in situハイプリダイゼイショ

ンを行うことにより.DNA挿入によって生じた突然変

異遺伝子の染色体上の位置を決めることができる(マッ

ピング).これらの手法を確立することが本研究の目的

である.

本研究ではすでに，実験植物として有用なシロイヌナ

ズナを Tiプラスミドベクター pGA482で形質転換させ

ることに成功し(図2).現在DNA挿入により突然、変

異が生じたかどうかを検討している.

図2 アグロパクテリウムによって NPTH遺伝子を導入
したシロイヌナズナの次世代へのカナマイシン耐性形貨の

遺伝.形質転換したシロイヌナズナで自家受紛を行い，得

られた種子をカナマイシンを含む療天培地上で発芽させ ・
た.カナマイシン耐性個体(生存)と感受性個体(枯死)
の割合は約3: 1であった.

(3) 細胞質特異性を有する緩遺伝子の単雌とその

機能に関する分子生物学的研究

ヲイムギ細胞質を有する六倍性コムギには.midget 

と呼ばれる小型の染色体が存在する.この midget染色

体には，ライムギの細胞質と相互に作用し，その横能に



関与する何らかの遺伝子が座乗していると考えられてい

る.

本研究では，これら遺伝子の単艇とその機能解析を目

的としている.これまで技々は，ゲノム・ザプトラク

ション法によってライムギに特異的な塩基配列を2種ク

ローン化した.現在，これらをマーカーとしたウオーキ

ングから特定遺伝子の検索を進めている.また，すでに

クローン化されている DNA塩基配列をプロープとして

in situハイプリダイゼイションを行い.midget染色体

の分子栂造を究明している.

何) シロイヌナズナに存在する高頻度反復配列の

解析

染色体 DNAにおける高頻度反復配列には犠能の不明

なものも多いが，セントロメアやテロメア領繊に見られ

るもののように，染色体の機能や行動に関連して重要な

役割をもつものも知られている.

シロイヌナズナは値物の分子遺伝学研究のためのモデ

ル植物として重要であり，染色体散が少なく (n=5).

DNA量および反復配列も少ないので，植物における反

復配列の機能を研究する上で適切な素材である.

当分野では. 2つの高頻度反復 DNA配列をシロイヌ

ナズナからクローニ γグし，制限断片のパターン中塩基

配列の解析を行なった.

これらは180bpユニットをもっ同じ反復ファミリーに

属し.50.....1. OOOkbのクラスターの中にタンデムに並ん

だ反復配列を構成しているものであった.また，この反

復ファミリーは.in situ ハイプリダイゼイションによる

解析からすべての染色体に見出され，その位置はセント

ロメア領域内またはその近傍であることがわかった.

，，. 



形質発現分野

本分野では，績物がストレス環境下で応答発現する形

質について生理，生化学的な側面から解析を行うと同

時，その発現制御自民構を分子生物学的あるいは分子遺伝

学的手法を用いて解析を進めている.さらに植物のスト

レスに対する耐性級機を明らかにし，耐性獲得に対する

基礎的知見を得ることも目的としている.

(1) 植物培養細胞におけるアルミニウム耐性の誘

導に関する研究

酸性土療は世界の農耕地の少なくとも40%以上を占め

ると曾われ，土績の酸性障害は作物の生育を抑制する主

要な原因のーっとされている.一方，アルミニウム

(AI)は土疲を構成している元来の主要なもののーつで

あり，中性の pH領域では他の元素と複合体を形成し土

療中に固定されているが，酸性条件になるとイオンとし .

て可溶化され，植物根に吸収され根の伸長阻害をとも

nv 
nv 
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L
.
求
)
s:::. 
+・
~ 。
」。。50
〉

+・
0 
_，J 。
巴

。
100 200 300 

Al conc. (μM) 

なった有害な生理作用を発揮する.従って酸性土擁障害 図1 1パコ培養細胞のリン酸欠乏処理によるアルミ ニウ

の主要な因子は，土耳目中で可判事化されるAlイオンである ム耐性の獲得

と考えられている.Alの毒性犠構およびAl耐性後初に関

しては，これまで多くの研究がなされており，細胞分裂

阻害や細胞膜の犠能障害などが関与していると言われて

いるが，いまだ一つの考え方として確立されておらず不

明な点が多〈残されている.そこで本分野においては，

Alストレスの分子級構を明らかにするため，ストレスを

均一に与えることが出来る培養細胞を用いて.Alストレ

スに対する応答反応を解析しようとしている.タパコ培

養細胞 (Nicotianatabacum. L cv Samsun) を，

MurashigeとSkoogの培地で育てたものを 2-3日間

リン酸欠乏状態におくと.Alストレスに対して一過性の

耐性を獲得することが分かった(図1).

この現象に焦点を当て，い〈つかの事実を明らかにし

た.リン酸欠乏によるAl耐性の誘導にはタンパク質の合

成を必要とすること.リン酸欠乏処理時にそれ自体，猪

養細胞の滑殖を阻害しない程度の低濠度のAlを共存させ

ると耐性跨導が阻害された.リン酸欠除処理をした細胞

のAlの取り込みは減少していたが.Alの細胞内分布をみ

ると，リン酸欠除処理をしていない細胞では，リン酸欠

除処理をした細胞に比べてAlが績に多く集積していた.

またリン酸欠除処理時の pHは.pH4.2-6.0の範囲でほ

ぼ岡織なAl耐性発現の効果が認められた.一方リン敵が

存在していても pH4.2-4.5の低pH処理をすると.Al耐

性がE善導することが分かった.さらにリン厳欠除処理を

した細胞では，ー且取り込まれたAlの細胞からの減少速

度が高まっていた.リン酸欠除処理によって特異的に合

成きれ.Alによってその合成が制御を受けるタンパク質

の存在が示唆された.

Alストレス下におけるタパコ指養細胞の一過性のAl耐

性の獲得は，構地中の鉄の量によっても起こることが明

らかになった.即ち，鉄が欠乏状態になるとAlによる細

胞増殖阻害が抑制され，耐性を誘導した.現在，これら

の現象について，原核生物で知られているリン酸欠乏シ

グナルによって発現が制御されるリン酸レギ品ロン遺伝

子の支配下にあるかどうか倹討準備中である.

(2) ストレスに対する植物の膜後能からみた応答

反応に関する研究

イオンを始めとする細胞外のストレスシグナルに対し

て，原形質膜が最初の応答反応を示すと考えられる.本

分野では細胞外シグナルの膜レベルでの応答反応を，特

に invivoにおけるその制御畿mについて精力的に解析
を進めている.オオムギ根にAlストレスを加えると，原

形質膜H+ーATPaseの活性が制御され，綬のH+放出が

低下することを認めた.またこの際.in vivoにおいて吸

収されたAlが原形質膜に結合していること.逆に膜に結

合しているCa'+が減少していることを認めた.一方，液

胞膜についてみると ATP及び PPi依存のH+ポンプ活

性が.Alストレスによって滑加していることを認めた

(図2).この現象を様々な角度から検討した.すなわ

ち，あらかじめK+を負荷したオオムギ根に対して，土

君臨水中に存在する程度の低漫度のAlで処理することに

よって，顕著な液胞膜H+ポンプの活性化が起こること

が分かった. この解釈として.Alにより原形質膜のH+

-3-
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図2 アルミニウム処理によるオオムギ級液胞膜H+ポン
プ活性の楢加
K+を負荷させないもの (A).K+を負荷させ.A 1:処理
時にCal+を共存させたもの (B).Cal+を共存させないも
の (C)

ポンプが阻脅され，原形質膜が脱分極を起こすと考えら

れる.このような条件下で電気的な安定性を獲得するた

め，銀内のK+i)¥AIストレスによって著しく放出される

ことを認めた.さらにAIによって原形質膜を通過する

H+の放出が抑制され，細胞質内のH+の蓄積による脱分

極の進行を止めるため.液胞膜のH+ポンプ活性を上昇

して液胞へH+を愉送するものと考えられた.この液胞

膜H+ボγプ活性の上昇という応答反応は，細胞質内の

H+の液胞への鎗送により細胞質の pHのホメオスタシ

スを保ち.pHの低下によるAIイオンの毒性の発現を抑

制しているか，あるいは，毒性のAIイオンをAI/nW交

換反応により液胞へ蘭峰崎送しているものと考えられ

た.

一般に膜に存在するH+ポンプは，纏物がストレス下

におかれた渇合の細胞内の浸透圧.pHを始めとする

様々なホメオスタシスを維持する上できわめて重要であ

る.しかし，これらの制御犠構は十分解明されておら

ず，特に液胞膜の PPiおよび ATP依存のH+ポンプの

in vivoにおける役割，およびそれらの制御様構には不

明な点が多〈残されている.オオムギ緩の液胞膜PPi依

存のH+ポンプ活性は，細胞内のK+含量の書館加およびア

ルカリ化によって低下し，逆に酸性化と Cal+含量の増

加によって，活性が増大することを明らかにした.ま

た，これらの制御にストレスによって増加することが知

られるアプサイシン厳が関与していることを明らかにし

た.現在.ATP依存の耳+ポンプ活性も含めて.これら

の活性の制御に関与する各種パラメーターの総合的な役

割について鋭意，検討中である.

一方.AI耐性を膜の性質の違いから検討するため.AI 

耐性を異にする2種のコムギをアメリカ農務省より取り

寄せ，特に緩のK+の放出速度の解析から新たな知見を

得た.即ち，あらかじめ短時間で比駿的高浪度のK+を

負荷させたコムギ榎のK+の放出を測定した結果.AI非

耐性種は低pHによってK+の放出が橋大し.AlltK+の

放出に関与するK+チャンネルを阻害すると考えられる

こと，またCal+がK+の放出を抑制する因子になってい

ることを明らかにした.これらの結果から.AI非耐性種

は耐性種に比べて低 pH条件下でH+の原形質膜の透過

性が大きくなること，および原形質膜のH+ポンプ活性

が小さいことが推察された.

さらに，オオムギの原形質.の NaCIストレスに対す

る応答反応、の解析から200.....g00mllNaCIストレスにより

原形質膜H+ATPaseの活性が減少するにもかかわら

ず.crで膜電位を制御する条件下でH+ポンプ活性を測
定すると活性の低下が起こっていないことが分かった.

このことは，比般的 NaCIに対して耐性の強いオオムギ

はNaCIストレス下においてCI・の鎗送系を変化させ，原

形質肢のHφポンプの活性を維持しており.NaCIストレ

スに対する適応的な応答反応を示していると考えられ

た.
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遺伝制御分野

本研究分野では，資源生物に含まれる形態的，生理的

変異遺伝子の染色体上の位置を明らかにすると共に，遺

伝子の作用，特に主働遺伝子関及びそれらと遺伝的背景

問の働き合いを明らかにする.また，組織培養を行っ

て，再分化能の遺伝や，その地理的変異を明らかにし，

個体や集団レベルでの作物品種育種への寄与をはかつて

いる.

(1) オオムギにおけるヘテローシスの評価に聞す

る研究

近年自殖性作物でも飛値的な多収を目指してへテロー

シスの利用が行われているが，オオムギでは東亜型と西

犠型に含まれる2種の優性遺伝子によって補足的に小穂

が脱落する費量点がある.これらを避けた多数の交維を行

い， (a)へテローシスの発現程度， (b)優良組み合わせの

地理的変異， (c)ダイアレル分析による組み合わせ能力

の評価，(d)幼植物によるへテローシス評価の可否， (e) 

栽精密度とへチローシス及び(f)近縁野生種におけるへ

テローシス等を解析した.その結果，組み合わせによっ

てヘテローシスが大きく発現し，その中には一般組み合

わせ能力の高い品種が存在した.また，地理的に離れた

地織の品種聞では概してへテローシスが高い傾向があ

り，さらに，野生種の聞でも組み合わせ能力の差が認め

られた.なお，幼植物のgrowthanalysisによるへテロー

シスの推定は困難であった.

(2) オオムギにおける主働遺伝子の働き合いに関

する研究

本研究の材料は， 3種の主働遺伝子，並渦性 (UZuz)，

皮裸性 (Nn)，及び三叉e:普通さ (Kk)を組み合わせ

た錐種から，へテロ型反復自殖法により作られた理由同質

遺伝子系統で， 2種の遺伝的背景下でそれぞれ8種の遺

伝子型からなるものである.比絞試験の結果，皮裸性遺

伝子は他の2遺伝子と特異的な働き合いは示さなかった

が，三叉芭:普通さ遺伝子では，普通苦型が三叉さ型よ

り常に生産力が高かった.特に，三叉さ遺伝子と渦性遺

伝子との働き合いは顕著で，この遺伝子型の収量は他よ

り著しく減少した.また，各遺伝的背景内での相互交線

によるF，雑種では，収量のヘテローシスが，特に並渦

性遺伝子の場合に並×並，渦×渦に比べて並×渦で大き

く現れた.これは並渦性遺伝子近傍の染色体育自分の園長.

と考えられる.

(3) オオムギ鯵種における低温態化現象

オオムギの近縁野生種 ，Hordoum stontaneum 

nigrumと北パキスタンの品種C.I00-3とのFけま，戸外

秋繕き翁培下や低温下では正常型の両親に比べて顕著な

媛化を示す.しかし，高温下では，生育は正常であり，

この現象は2種の優性補足遺伝子によって発現すること

を明らかにした.さらに，両補足遺伝子は組み合わせに

よって媛性型が顕著に現れる場合と，正常型に近い場合

とが見出された.また，H. st. nigrumと同じ遺伝子型

の野生系統は， 17日系統中2系統， C.100-3と同じ遺伝子

型の栽格品種は， 300品種検索した中で僅か1品種だけ

であった.そして，これら遺伝子型系統や品種の分布地

域はごく限られた地域であった.

(4) オオムギ便性橿密穂遺伝子の多面的作用に関

する研究

ヘテローシスの実用化のためには， FIの短蒋化の必

要があるが，オオムギでは優位短稗遺伝子は今のところ

見あたらない.そのため，優位密穂遺伝子によるFIの

稗長の抑制が可能かどうかを解析した.多くの検定交維

の結果，短稗，極密穂品種Malatya5 (トルコ〉の持つ密

穂遺伝子が優性であることを突きとめた.稗長その他の

収量形質に及ぼす影.を調べ，との遺伝子の多面的作用

あるいは連鎖遺伝子によって稗長が抑制され，実用的に

も利用しうることが認められた.

(5) オオムギ縞萎縮病 (BaYMV)抵抗性品種の検

索と抵抗性遺伝子の対立性に関する研究

オオムギでは，土灘中の寄生薗 (Polymy:ragraminis)

によって媒介されるウイルス病，オオムギ縞萎縮病 (B-

aYMV)が世界的に蔓延し，その防除が急務となってい

る.君主国では，高橋ら(1鉛6)によって発見された木石

港3(中国)のもつ抵抗性遺伝子 (Ym)を中心に鑑抗性

品種の育種が進んでいる.しかし， BaYMVには系統分

化が報告され，なお有用な抵抗性遺伝子の発見が待たれ

ている.本研究は，このような現状の下に，当研究所で

保存中の世界各地品種2862品種について， 2年間に亘っ

て常発圃場で反復検索した.その結果，.:1:.チオピア品種

は供試619品種中302品種 (47.7%)が無発病で，他地繊

の品種群とは異なる傾向を示した.また，今までの報告

で，Ym及びym3(はがねむぎ由来の抵抗性遺伝子)を

持つといわれている品種に，木石港3 (Ym)と御堀繰

3号 (Ym，)をそれぞれ交配し， F" F.検定を行った.

Ymを含む品種では，期待した分鯵比によく適合した

が，ym3保有の品種の婦合には期待した分離比に適合し

ない交雑が多かった.

(6) オオムギの不感光性遺伝子 68kの強調遺伝子

の分析

オオムギの極早生不感光性品種後内5号は，不感光性

を発現する遺伝子 ea.(第5染色体)を持っている.しか

し，後内5号との交線によってはさらに極早生の個体が

出現し，これは lIaゐの強関遺伝子 (En-lIa.)の存在を示唆
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したo ea，とEn-，a，を含む系統を固定させ，交線を行っ
てその遺伝様式を明らかにした.今のところ.En-ea，は
純粋早晩性が関与していると考えられる.

(7) オオムギ細胞質優性不稔性に対する稔性回復

系統の検索

Ahokas (1978)がHordeumstontan，umから発見し
た優位不稔細胞質 (msml)に対する稔性回復系統を得

るため，野生系統を含め165系統について検定交維を

行った.その結果.138系統はFIの自殖率 0.96であった

が，自殖率88.96以上の H.stontaneum 2系統と，

13-63.96の自殖率を示した7系統が見出されたo 7系統

中で飯高の自殖率を示したのは朝鮮半島の栽培品種で，

注目された.このほか自殖率4.96以下の18系統が検索さ

れた.次に他殖率について開ベた結果，自殖率 0.96の

FIの中には他殖率にも大きな変異があった.なお.FI 

の自殖率の低い l交維を用いて次代検定を行った結果，

低自殖率についても稔性回復に関する遺伝子系の存在が

示唆された.

(8) オオムギの組織培聾に関する研究

世界各地のオオムギ146品種について，まず完熟種子

匪由来カルスの，増殖，再分化能の品種間差異を調べ

た.その結果，カルス増殖と再分化能には品種間差異及

び地域間差異が認められた.そして..:r.チオピア品種の

中に再分化率の高い品種が存在した.日本の品種は再分

化事は低かったが，関東二条5号だけは高い再分化率を

示した.次に上記と同じ品種について開花10-14日の未

熟怪の繕養を行い，完熟l!Eとの比較を行った.その結

果，再分化品種割合及び平均再分化率は.完熟l!Eのそれ

ぞれ2.07倍，及び3.78倍を示した.しかし.完熟l!Eの場

合ほど供試品種の地域間差は明瞭ではなかった.そし

て，完熟匪と未熟匹の再分化率に関する品種聞の相関関

係は認められず，これは，オオムギの再分化には遺伝子

型以外に未熟l!E.完熟l!Eの内生ホルモγの違いや帯分化

に関与する遺伝子発表の差異などの他の要因が強く彫響

していることを示唆する.さらに，世界各地の在来品種

269品種について，再分化率による供試品種間の地理的

変異を開ベた.その結果，東南アジア，ヨーロッパ及び

エチオピアで再分化品種の割合が高<.明らかに地織的

な差異が認められた.また，二条種が六条種に比べて再

分化率が高いという報告があるが，本研究の結果では条

性とは関係が認められなかった.

(9) カヤツリグサ科錐草における種間交錐

今までコゴメガヤツリ (Cytorusiria L.)とカヤツリ

グサ (C.microiria Steud.)の線種植物の観察報告はあ

るが，実際の例証はなかった.本研究は，野外で偶然、雑

種類似の植物を見出したことにヒントを得，人為的な交

雑試験を反復して行った.その結果，形態的，生理的，

生化学的解析を重ね，雑種植物であることを明らかにし

た.また，主成分分析やクラスター分析によって，各地

系統聞の類縁関係を明らかにした.

010 北アフリカのオオムギの春播性遺伝子梅成
北アフリカ 5カ国より導入したオオムギ品種は，全て

春播性で，ほぽ六条によって占められ，小穂脱落性も東

亜型であった.これらの品種の春調書性遺伝子情成を調べ

たところ，リピア品種中の 5品種を除き他の40品種は全

て Sh，単因子型であった.この地方は歴史的にヨー
ロヲパと交流が盛んであるにもかかわらず，ヨーロヲパ

の品種の持つ sh遺伝子を保持してなく，日本や中国の

在来春婦性品種と同じ遺伝子型であった.この理由は今

のところ明かではないが，おそらく Sh，遺伝子型が，生
態的に何らかの有利性を持つものと考えられる.それに

しても他の形質(条性や小穂脱落性)までがヨーロッパ

の品種とは異なり，東亜の特徴を持っている理由は不明

であり，興味ある点である.
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生物機能解析部門

生物間情報認識分野

本分野では，自然界における生物異個体聞のかかわり

合いを，昆虫を主材料に情報発信と受信認識と反応につ

いて解析し.資源生物の有効な利用を目指している.

資源植物と昆虫聞の耐虫性，誘引性，寄主選択性，昆

虫相互聞の防御，誘引佐，昆虫と共生微生物聞に介在す

る要因などについて，物質的情報源の生成，単離，同定

とその作用力の解明，色，温度等の物理的情報要因の影

智の解析，受信者の認識反応の解析とその結果としての

生還，生化学的機能の変化も研究している.

(1) 禾般類の耐アブラムシ性要因の解析，ゲラミ

ンとアコニット酸に関する研究

ムギ類の最大害虫はアブラムシ類である.ソルガム宇

トウモロコシも時々大きな被害を受けている.極端に寄

生きれ易い系統と抵抗性の系統が見いだされている.

グラミンはオオムギのみに特徴的に存在し，コムギ，

トウモロコシ，ソルガム，イネ及びヒエからは検出きれ

なかった.アブラムシの繁殖とグラミン含量の聞には有

意な負の相関があった.酸性分画成分の中には植物種に

より途いがあるが，アコニット酸は供試した釆般頬にお

いては最多量成分となっていた.特にトウモロコシ，抵

抗性ソルガムと成熟期のタイヌピエには数百μg/fr.gも

あった.

(お禾般類の耐アブラムシ性要因の解析，表面

ワックスと草色に閲する研究

オオムギのワックスレス系統と正常なワックス系統を

比較したところ，ワックスレスの方が有意にアプラムシ

の寄生が多かった.クロリナの黄色業系統は正常な緑色

素系統に比ベアプラムシの寄生が多かった.これらの結

果から，アブラムシの寄生にオオムギの表面ワックスの

量と質，ならびに葉色が関係していることが示唆され

た.ソルガムではオオムギのようにアブラムシの寄生と

ワックスとに負の相関関係はみられなかった.

(3) オオムギのゲラミンの EDTA法による解析

オオムギのグヲミン含量は一般に発育段階の早い時期

に最も多い.にもかかわらず，オオムギの幼酋でアプヲ

ムシはよく育つことが知られている.そこでオオムギの

師管液中のグラミンをEDTA法により調べた.その結

果，発芽後約一週間のオオムギではグラミンが高浪度で

師管液に存在する可能性が示唆された.

(4) 昆虫類の防御情報分泌物質の系統的研究
当該年度においてはハネカ夕、ン頬を中心に関ベた.コ

ガシヲハネカクシ費買はアクチユジン分泌を主成分とする

種類が多く，アルデヒドを分泌する種類もいた.

(5) ニカメイガのゲリセロール代耐に関する研究

ユカメイガ幼虫は冬期グリセロールが増加するに従っ

て耐凍性が増加した.このグリセロールの増減は休眠現

象と一致しており，幼若ホルモンで合成系が活性化さ

れ，エクグイソンで抑制された.

(6) ニカメイガに含まれる氷晶核に関する研究

組冬中のニカメイガ幼虫では主に筋肉と表皮に存在す

る内因性氷晶核により，発育中の幼虫では消化管に存在

する外国性氷晶核により全虫体の凍結が誘導されること

を明らかにした.さらに，外因佐氷晶核として消化管か

ら氷品被活性を有するカピを単離することに成功した.

このカピは大型分生胞子と小型分生胞子を作ったことか

ら.Fusarium sp.と同定された.

(7) エンドウヒゲナガアブラムシの麹型決定に関

する研究

エンドウヒゲナガアブラムシを集合飼育すると有趨型

になり，単独飼育すると無遡型になった.この趨型決定

に親の飼育条件と，産子聞もない子虫の遊離アミノ厳含

量の違いによることが示唆された.

(8) ヒエノアブラムシの寄主選択と吸汁行動に関

する研究

本種の寄主植物はソルガム，サトウキピ，セイパンモ

ロコシ，ススキである.これらの寄主組物について寄主

選好性を調べた結果，ソルガムとセイパンモロコシに対

して強い週好性を示した.また，ソルガムには本種に対

して抵抗性を示す品種が存在する.抵抗性品種について

吸汁行動を電気的に調査した結果，口針挿入回数が増加

し，吸汁時聞が減少することが明らかになった.

(9) コンドウヒゲナガアブラムシの生活環に聞す

る研究

本種には完全生活環と不完全生活環型が存在する.分

布地を異にする北海道系統と倉愈系統について日長反応、

を開ベた結果，前者では13.5時間以下の短日条件で有性

虫が出現するのに対して後者では有性虫の出現は全〈見

られなかった.また，本種の有趨型決定には続時代の集

合飼育と出生直後の遊離アミノ酸含量が関与しているこ

とが示唆された.

OID 侵入害虫フウナガマダラオオアブラムシに聞

する研究

本種は1925年台湾ににおいて新種として記叡された

が，その後本種に関する報告は全くない.ところが
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19伺年11月倉敷市岡山大学中央資源生物科学研究所機内

において，日本で初めて発見された.目下，本種の分

布・生活環等を解明中である.。1) アブラムシの廻型多型に関する研究
~..ガイモヒグナガアプラムシの系統聞の有麹・有性

虫出現について鯛べたところ，個体群密度によって有麹

率は変化しない，などの特徴を有する系統が存在するこ

とがわかった.

O~ DNAフィンガープリント法の昆虫への応用

DNAフィ ンガープリント法を用いてアブラムシの系

統を区別することができた.アプラムシの生態学への応

用が可能であることがわかった.
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代謝調節分野

本分野では，各種物質の膜系を介しての愉送やコン

4ートメンテーションによる代謝調節，あるいは各種環

境条件による代謝変動について研究を進めている.特に

最近は，植物根におけるイオン倫送に対する各種条件

(カルシウム，糖の添加，あるいは pH変動等)の影響

について検討し，また，縞物の高.度塩類に対する反応、

や耐性犠構についても追究している.

(1) 纏物根のイオン輸送に対するカルシウムの影

響

カルシウムが生体膜の構造や働能に必須の役割を果た

していることはよく知られている.従前より，組物根の

イオン輸送に対するカルシウムの影響について検討し，

カルシウムが繍物根におけるナトリウムlfl収を抑制し，

カリウム吸収を促進することを明らかにしてきた.

これらの問題をさらに詳細に追究するため，マルチコ

ンパートメント・トランスポートボックス法を用いて検

討した.マルチコンパートメント・トランスポートボッ

クスはアクリル製の箱であって，隔壁によって数簡の隔

室に区切られている.隔室問に溶液の移動が起らないよ

うにするため，隔壁にワセリンを塗り，植物切断援を下

の隔壁上にセットし，上の隔壁を差し込んだ後，各隔室

に処理溶液を注入する.吸収を測定しようとする隔室に

は，放射性同位元素で標識した処理溶液を注入する.一

定時間後，隔壁の所で根を切断し，各嫡室の根と溶液を

別々にサンプリングし，放射能強度を測定して，吸収さ

れたイオン量を各部位ごとに算出する.今，組物根の先

端からの吸収を観測した結果を模式的に示すと，図lの

ように，切断根に吸収され，根中を移行したイオン量を

“集積(Accumulation)..“再分布(Redistribution). • 

“漏出(Corticalefflux). .“溢出(Xylemexudation). 

の4画分に分別することができる.それらの合計が“全

吸収 (Totaluptake) .となる.

このような方法で検討した結果，カルシウムはオオム

ギ切断根によるナトリウム吸収を抑制し.カリウム吸収

を促進するだけでなく，繍物根内でのナトリウムの移行

をも抑制し，カリウムの移行を促進することが認められ

CorllclU efflux 

た.この効果は植物種が異なっても明らかであった.

また，カルシウムの共存は植物根におけるリン酸イオ

ンの吸収・移行を促進することも認められ，とくにイン

ゲン切断綾においてその効果が顕著であった.

(2) 植物根のイオン軸送に対する外液 pHの影響
マルチコンパートメント・トランスポートボックス法

により，植物根におけるイオンの吸収と移行に対する外

液 pHの彫響をカルシウム共存の有無の条件で検討し

た.

ナトリウム，カリウム，カルシウム，マンガγ，亜

鉛，ニッケル，カドミウムの吸収・移行は.pH 3-4に

比して，一般に pH5-6で大きかった.微量重金属元

素については，低pHで漏出函分の増加することが認め

られた.他方，鉄の吸収・移行は外液 pHの上昇あるい

は共存カルシウム濠度の増加にともなって減少した.

また，リン酸，複素，硫酸イオンの吸収・移行は外液

の pH5-7付近で大きかった.カルシウムの共存は低

pHにおけるリン酸および塩素イオンの股収・移行を促

進するが，硫酸イオンの吸収・移行を阻害する傾向が

あった.

(3) 植物根のカリウム輸送に対する機添加の影響

植物根におけるカリウムのI!l収・移行に対する絡添加

の彫響を知るため.12種類の糠について，マルチコン

パートメント・トランスポートボックス法により検討し

た.その結果，シュクロースとマンノースによって，オ

オムギ切断根におけるカリウムの吸収・移行の促進され

ることが見出された.この促進効果はグルコースやフラ

クトースでは出現しないこと，処理後約12時間で現れる

こと，あるいはタンパク合成阻害剤によってその効果が

消失することから，カリウム吸収に関係するタンパク生

成の関与が示唆された.

以上の結果から，さらにマンノース処理によって生成

するタンパクについて調べ，マンノース処理によって特

異的に生成されるタンパクのあることを認めた.このタ

ンパクがカリウム吸収に関与するか否かは今後の検討に

またねばならない.

ω) 高濃度塩類ストレスに対する植物の反応
水耕栽培法により，各種植物の高浪度極化ナトリウム

Xylem exudation 

図l 切断板におけるイオンの疲収・移行の区分

-9-
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(b) 

図2 切断線におけるカリウム厳正Eに対する極化ナトリウ

ム濠度の影.(KCI 1.0 mM. CaCI， 2.0 mM) 
(a)アツケシソウ根

(b)オオムギ綾

に対する反応の相違について調べ，植物種間での反応の

差異，特に耐塩性に対するカルシウムの関与について検

討した.オオムギ，ホウレンソウあるいはテンサイで

は，それらの高浪度塩化ナトリウムに対する耐性にカル

シウムが大きく関係し.カルシウムが共存するとき，高

濠度溢類耐性が顕著に大きくなることが認められた.

(5) 高温度担額ストレスに対するオオムギ耐性種
の検索

大麦系統保存施設との共同研究として，世界各地から

の500品種のオオムギを用い，水耕栽培法により，高司直

度塩化ナトリウムに対する反応、を比較した.その結果，

約10余の高耐湿性品種が遺銭された.これらのオオムギ

品種は.極化ナトリウム濠度が150田Mの場合に，塩化ナ

トリウム無添加の場合の50-81%の収量を示し，温化ナ

トリウム.度が300圃Mの婦合でも，対照区の約20-30%

の収量であった.

(6) 塩生植物の耐塩機纏

数種の溢生植物を用い，水耕栽培法あるいはマルチコ

ンパートメント・トランスポートボックス法により，高

波度温化ナトリウムに対する反応について検討した.

その中で，アツケシソウ切断銀において，カルシウム

共存下では，高濃度極化ナトリウムがカリウムの吸収・

移行を促進するという特異な結果が見出された(図2

a ).この高波度温化ナトリウムによるカリウム吸収促

進効果はカルシウム無添加の場合には認められなかっ

た.また，この促進効果は ATP分解酵素の阻害剤に

よって影響されず.ATP合成の阻害剤によって抑制さ

れた.他方，中生植物であるオオムギについては，同様

な実験で，カルシウム共存の有無のいずれの絹合も，極

化ナトリウム漫度の上昇によって，カリウムの!'l収・移

行は顕著に抑制される結果となった(図2b). 

このような差異の機作を明らかにするため，アツケシ

ソウとオオムギの線の呼吸活性に対する塩化ナトリウム
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図3 アツケシソウ(Salicornia)およびオオムギCBarley)
切断板の呼吸活性に対する温化ナトリウム濠度の影.

濃度の影響について調べた.その結果を図3に示す.極

化ナトリウムの.度上昇によって，オオムギ線の呼吸は

抑制されるが，アツケシソウ援の呼肢は塩化ナトリウム

温度が200皿Mまで童図加することが認められた.この傾向

は，アツケシソウ穫におけるカリウムの!'l収・移行に対

する高浪度題化ナトリウムによる促進効果とよく一致し

た.したがって，アツケシソウ倶における高浪度極化ナ

トリウムによるカリウム!'l収の促進には，エネルギー獲

得系が関与することが推察される.
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機能物質解析分野

生物の織能は，高分子働能4均質である鮮棄が，網の目
のように互いに関連した生体内化学反応を，スムースに

統制lよく進めることによって支えられている.本研究分

野では，資源生物の生体内化学反応をつかさどっている

醇索，低分子.能物質を含む生理活性物質，及び主要な

生体高分子物質の精進と畿能について，組織，細胞及び

分子レベルで，生化学的，有機化学的解析を行い，新し

い.能発現のための必須因子の解明とその利用を目指し

ている.

(1) 生理活性物質の結腸導体に関する生化学的研

究

生理活性物質特にピタミン及び核酸関連物質の多く

が，燐酸誘導体として，生物の物質代目崎に必須な役割を

演じていることは周知の事実である.他方，これらの燐

酸誘導体に対比する槍誘導体(配情体)は知られていな

かったが，主として当研究所の鈴木らにより，催物及び

微生物による叡多くのリボフラピン〈ピタ ミンB.)-
a，月一配備体の生成と単調世，結晶化;リボフラピン配

騎体生成醇棄を純化あるいは結晶化して，配積体の生成

が既知のグリコシダーゼの糖転移作用によることのはじ

めての立証;グリコシダーゼによるピリドキシン(ピタ

ミγB.)，L-アスコルピン酸(ピタミンC)，ヌクレオ

シドの新規配騎体の生成と単離.結晶化;などが行われ

て，グリコシダーゼの受容体特異性に新知見が加えら

れ，また，これら配積体がアグりコンより優れた理化学

的性状をもつことが指摘されてきた.ft近ピタミンD，

B.， B.，パントテン.，相直4'1Jホルモン，アミノ酸など

の生理活性物質の配備体が，園内，圏外で組物体に見い

出きれはじめたので，微生物及び継物の醗素，発芽種

子，培養細胞などを用いて，これらの配備体ばかりでな

く.種々の生理活性物質の配臓体.鎗エステル.及び燐

脂質の酵素的.生物的合成法を検討した結果，ピリドキ

シンの5'一月ーガラクトシド， 4' -sーガラタトシ

ド， 4・-sーガラクトピオシド〈図 1)，5' -sーフ
ルクトシド，ジパルミトイルグリセロ燐酸(ホスファチ

ジル化) ; Lーアスコルピン蛾-6-aーグルコシド;

チアミン(ピタミンB1) -sーガラクトシド;アラピ
ノシルシトシンー3'-sーガラクトシド;40- a-

グルコシルールチン， 40-aーグルコシルーへスベリ

ヅシ， 3・ーαーグルコシルーナリンギン， 30-aーグ

ルコシルーナリンギンゾヒドロカノレコン;6 - (Lーア

ラエル〉ーグルコース(積エステル化) ;ベラトリルア

ルコール-sーグルコシド;ヵスガマイシンーαーグル
コシド， 3ーインドールアルコール-sーグルコシドな

y 

温ゐ

ピリドキシy・9ーガラクトシド務導体 (PN-，8 -gal) 
(1) PN・5'-，8-gal
0)  PN-4'-，8-gal 内

(m) PN-4'-，8-gal(4乙1)gal 

どーピタミン，ヌクレオシド，フラポノイド，アミノ

敵，芳香族アルコール，.業及び織物ホルモγなどの，

広範囲にわたる生理活性物質からの新規配積体，積エス

テル及び虜脂質ーーを生成，単離，結晶化し;得た.

(2) 磁性αーゲルコシダーゼ遺伝子の構造と機能
に関する研究

動物では，本書事3憶が invivoでのグリコーゲンの直接

分解に関与していることが明らかにされたが，相自4'1J及び
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微生物では酵素の存在並びに役割が不明であったので，

さきに敵多くの織物及び糸状薗から本陣棄を純化あるい

は結晶化して，本画事業が広〈分布していることを明らか

にした.これらの研究を基盤として，まず，糸状酋の本

酵素遺伝子のクロー=γグを行うために， cDNAライプ

ラリーの作製，醇棄抗体法によりポジティプファ-~，

及び約600bpのcDNAが挿入された組換えプラスミドを

取得し，さらにこれを用いてハイプリダイゼーシaンを

行い数種のポジティプファージを得た.現在その解析を

行うとともに全長 cDNAのクローニングを進めている.

(3) 11粉の微細化学機造に閲する研究
.紛の構造及び生合成担臨調障についてはいさだに不明な

点が多いが，澱紛粒のそれらについては殆んど不明であ

る.そこで，同質遺伝子系統のイネ(品種:台中65号〉

の正常株(ウルチ)と変異株〈モチ)から，同条件のも

とで銅製したウルチ及びモチのAE手L澱粉粒を材料とし

て，モチ澱紛の構造とウルチ澱紛のアミロベクチンの構

造を比較した.完熟期及び手L熟期のAE1L澱粉粒，それら

からSchoch法及びチモール法により調製したアミロベ

クチン，さらにaーアミラーゼ，グルコアミラーゼ.硫

酸による澱紛粒の部分分解残存不溶4tIについて，画事費電・

タロマトグラフ法による鎖長分布を検討した結果，モチ

AE乳澱粉の化学縛造がウルチAE乳澱粉のアミロベクチン

の構造とよく類似していることを認めた.

(4) αーゲルコシダーゼの・能に闘する研究

aーグルコシダーゼは， αーアミラーゼや9ーアミ

ラーゼにより消化された澱粉の分解産物をグルコースに

まで分解すると考えられている.ところが，最近になっ

て績蛋白質績鎖の生合成に関与するaーグルコシダーゼ

が植物中でも報告された.一方，植物中のaーグルコシ

ダーゼは，多型で取り出されることが多い.しかも可溶

性澱紛によく作用するものと殆ど作用しないものとが存

在する.そのため本酵素は，今まで考えられているよう

に澱飴分解への関与だけでなく，もっと複線に櫛物の生

活に関わっていると思われる.

本研究は，同一植物中に佐賀を非常に異にする 2種の

a-グルコシダーゼを有する甜菜の培養細胞を用いて本

酵素の畿能について検討した.その結果，主に澱粉分解

に関与する本酵素と糖蛋白質繍釧の生合成に関与すると

恩われる本隊棄が同一植物中に存在することを示唆し

た.

(5) 細胞畳結合型αーゲ11，.コシダーゼの存在と織

能に閲する研究

甜菜培養細胞の細胞壁には，通常の温処理では遊離し

ないαーグルコシダーゼが存在することを明らかにし

た.をた，同じ部位に本..で分解される非澱粉佐多槍

が存在していることも明らかにして，本書警察の新しい.

能について示唆した.

(6) エンジン箸聾細胞の生産するペクチン質分解

酵素に閲する研究

ニンジン培重量細胞の1次細胞壁は鱒成多臓頬の30.96tこ

相当するベクチン寅を含み，それは酸性情〈ガラクチュ

ロン圏直〉に富んだ画分〈ガラクチュロナン)とアラピ

ノースやガラクトースなどの中性調ーから成る側鎖やポリ

マー〈アラピナン，ガラクタン，アラピノガラクタン)

が債銀に結合している画分(ラムノガラクチュロナγ)

とから機成されている.このベクチン質は，生体内に含

まれる各種加水分解醇素あるいは矯地中に分泌される同

分解酵素によって，細胞培養過程で，分解・修飾〈ベク

チン貨の代樹〉されていると考えられている.そこで，

ガラクチュロナン画分の分解に関与する醇素として，ニ

ンジン矯養細胞の無細胞抽出液からエキソ型のポリガラ

クチュロナーゼを単雌・精製し，その勝素的および蛋白

質的諮佐賀を明らかにした.また，婿養溜液にも問醇3憶

が検出されたので，単園陸・精製し，その酵素的諸佐賀お

よびベクチン貧画分への作用を明らかにした.

(7) 水稲に含まれる細胞畳分解醇繁に関する研究

単子葉植物の l次細胞壁は，双子葉植物と異なり，ベ

クチン質含量が非常に少ないことが指摘されているが，

その研究例は少ない.そこで，水稲の酋条を実験鼠料と

して，細胞壁ベクチン貨の代自討を検討している.その第

1段階として，水稲酋粂の無細胞抽出液に含まれる細胞

壁分解醇棄を検索し，その中から主要なポリガラクチュ

ロナーゼを単雌・精製し，その酵素的務佐賀を明らかに

した.
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生物環境反応部門

病態解析分野

本分野では.作物の病害防除を終局の目的とし，病原

体に関する基礎的研究並びに応用の研究を以下の課題で

進めている.

・花弁園芸植物に発生する未知のウイルスを検索し
て同定・分類すると共に，病原学的研究並びに内外

部病徴発現に関与するウイルスの遺伝子解析を行

うo (弁上・前回〉

・植物ウイルス，特にキaウリモザイクウイルスの
血清学的佐賀に関する基礎的並びに応用的研究を行

うo (前回・井上〉

• Xanthomonas嵐細菌の形質転換系の研究を通し

てPathovar聞の相互作用.Pathovar分化との関係

を明らかにする.(麻谷〉

(1) 花井園芸植物に発生する新病害ウイルスの検

索と同定

近年，花井園芸作物では種類の潮加と共に殺熔様式の

多様化により，未知のウイルス痢の発生が多い.そこで

ウイルスを検索して同定し，諸性質を明らかfこすると共

に，病細胞の趨微細精造解析を行っている.

エピネの業にモザイクと葉脈えそ，花fこえそを生ずる

病原として cloveryellow vein virus (CYVV).観賞用ア

リウムの業に明瞭なモザイクと灰白色のえそE置を現わす

病原として leekyellow stripe virus (L YSV).アルスト

ロメリアの業にモザイクを現す病原として alstroemeria

mosaic virus (AlsMV)を検出して同定したが，これらは

わが国では新病容のウイルスであった.またヒ+クニチ

ソウの業にモザイクと花に激しい斑入りを生じた病株か

らturnipmosaic virus (TuMV).クロッカスのモザイク

病検から beanyellow mosaic virus (BYMV).東洋ラン

(スルガラン，カンランなど〉のそザ、イク病棟から

odontoglossum ringspot virusを検出して同定したが，い

ずれも検出された宿主では未報告の新病害のウイルスで

あった.

CYVVは粒子長が約750n皿で，アブラムシによって伝

織し，接種した14科52種のうち10科26種に感染した.マ

メ科纏物，特にソ ラマメ， エンドウなどに病原性が強

< .えそを起こして枯死させることが分かった.
CYVVとBYMVの外被蛋白質の分子量を比較したとこ

ろ，前者が34.000d.後者が34.500dであった.CYVVと

BYMVとの判別には血清反応試験が有益であることを

明らかにした.このウイルスは病細胞中に風車状封入体

の他に，多数の結晶性封入体を形成するが，後者につい

てはその三次元構造を解析した.LYSVは粒子長が

Potyvirusの通常のものよりも長く，約820nmであり，

SDS-PAGEによる外被蛋白質の分子量は36.50ωであっ

た.このウイルスの検出法として生物検定法と共に，

dot-immunobinding assay (DIBA)を検討し，検出条件を

明らかにした.AlsMVは寄主特異性の高いウイルスで，

接種した12科47種のうちアルストロメリア以外全身感染

する継物は見られなかった.

ヒャクニチソウから混合感染の TuMVとCMVを検

出したが，花の斑入りを起こす病原は TuMVであるこ

とが分かった.この斑入り病は CMVとの混合感染に

よってなお撤しくなり，また萎舗を起こし，しかも花の

色が濠くなることを明らかにした.東洋ランから検出さ

れた ORSVについては，洋ランから検出されたものと

の病原学的比較を行った結果，粒子長が少し長い320n皿

であり.SDS-PAGEによる外被蛋白質の分子量は約

18.900dであった.ORSVはTMV普通系との問に異種

抗原が存在し.DAS-ELISAでは ORSV抗血清は

TMVと反応せず，両者は血清学的に判別出来ることを

明らかにした.

(2) スターチスの同一株から分敵された遭った病

微を発現する 2種の CMV

スターチスの問ーモザイク病株から 2種の CMVを検

出した.両系統は病原性の点で大きな違いがあり，多く

の感染植物で CS系では退色斑点.N系ではえそ斑点を

生じた.しかし血清学的には同じであった.同じ

serotypeで，違った痢書止を発現する 2つの CMVが同じ

植物に混合感染していたと宵う報告は今までになかっ

た.両者は血清学的に見分けが困鍵であることから，単

独ウイルスと判定される恐れがあり，ウイルスの同定，

さらに蛋白質や RNAの解析に当ってはこの現象をよく

認識しておかないと間違いを起こす結果になることを指

摘した. 1 %アガロースゲル電気泳勘によって，両系統

の感染業から 4種類の dsRNAが検出され，これが

CMV-Y と同じ分子量であったことから，病1集中の

dsRNAを検出することによって，ウイルスの診断・同

定が出来るこことを示した.

(3) Odontoglossum ringspot virus (ORSV)外被

蛋白質遺伝子の同定

東京農大池上教授らとの共同研究により .ORSV

RNAの3・末端側から5.997塩基を決定し，この塩基配列

上には912塩基及び477塩基からなる 2つのオープン・
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リーデ4ング・フレーム (ORFl.0RF2)が存在するこ

とを見出した.このこつの ORFのうち.3・末機倒に位

置する ORF2が外被蛋白質遺伝子であることを明らか

にした.この ORFの溢基配列をアミノ酸列に置換し

て.TMVのそれと比鮫したところ.84%の相同性が見

られた.

ω) CYVVに対するエンドウ抵抗性の遺伝
CYWに対しエンドウ品種(供試18)ははっきりした

権病性(12品種)と箆抗性 (6品種)とに分かれた.エ

ンドウの抵抗性は一対の劣性主ltJ遺伝子によって支配さ

れることが認められた.このことは抵抗性優良品種作出

のための育種の可能性を示唆している.

(5) オオムギ鏑蕃縞病 (BaYMV)の汁液接種検定

法と診断

BaYMVは Polymyxaによる土嬢伝染性ウイルスで

あるが，汁液接種で高率に発病させることが困難とされ

ていた.そのため径抗性品種の選抜試験は病土を用いる

ため年l回しかできず効皐が懸かった.そこでオオムギ

2品種を用い.1.2.3.4.5業期の苗の全ての業

に汁液接種した結果，接種業が多くなる程発病率が高

< • 4-5業期の幼苗の 4枚の業に接種すると高率
(100%)に発病することが分かった.この幼酋期の接種

法は BaYMVの抵抗性品種選綾試験に有効であること

を示した.

(6) キコウリモザイクウイルス (CMV)の血清虫学

的性質に関する研究

重要な病原ウイルスの一種である CMVの血清学的性

質に関する研究の一環として，血清型と各種植物に対す

る病原性との蘭連性.CMVに対するそノクローナル抗

体 (MAb)の作製.MAbを用いた酵素結合抗体法 (E-

LISA)によるウイルスの超高感度検出法の確立等の研

究を行った.

日本各地で採集した多くのCMV分隊株について調べ

た結果，血清型と病原性との聞には密接な関連性が認め

られた.特に.P型はY型に比厳して，タバコ，トマト

等のナス科織物に対する病原性が非常に弱かった.これ

らの結果から.CMVの病原性の発現に外彼蛋白質遺伝

子も重要な役割を果たしていることが推察された.

佐賀大学との共同研究により.CMVで免疫したマウ

スの牌臓細胞と骨髄腫細胞とを融合させ，多くの抗体産

生ハイプリドーマを得た.これらが産生する MAbを用

いて CMVのエピトープ解析を行った結果，血清型の異

なる2系統に共通のエピトープ，それぞれに特異的な且

ピトープ，ウイルス粒子と D-proteinとに共通なエピ

トープなどの存在が明らかになった.

MAbのELISA (二重抗体法)への利用を試みた結

..アルカリホスファターゼ標識MAbはポリクローナ

ル抗体のコンジュゲートよりも活性が約8倍高<.ウイ

ルスの検出感度も高かった.さらに，醇素活性の高感度

測定法である蛍光法あるいは酵素ザイクリング法を適用

することにより.lpg/mlのウイルスを検出することが

できた.また，ウイルス試料とコンジュゲートとを同時

に反応させる簡易 ELISAにおいて，捕捉抗体と検出抗

体(コンジaゲート作製周抗体)に異なるエピトープを

認識する2種の MAbを用いることにより高感度検出が

可能になった.

(7) Xanthomo掴 S 属細菌の形質転換系の研究

イネ自業枯病菌 (Xanthomonas camtostris 

pathovar oryzaeとキャベツ黒腐れ病菌 (X.c. pv. 

camμ'stris)で接触細胞形質転換の現象を発見し，その

織構を研究した.全ての繰はドナーになれるが，受容酋

は形質転換可能株であることが必要で，形質転換可能株

どうしを混合プレートすると，同時に両方向に染色体遺

伝子の転移が認められた.プレート後10時間で DNAが

取り込まれ始め，約48時間で完了する.DNase 1存在下

では組換え体は得られず，この現象は普通形質導入，プ

ラスミド介在の有性生殖ではない. ドナーの単繕重量ろ液

から形質転換因子は検出できなかったが，受容菌との共

繕養ろ液からは僅かに回収された.しかし，ドナーを単

独で歳小寒天平仮に塗布後，回収した薗のろ液から経時

的に増加する十分量の形質転換因子を検出できた. ド

ナーを DNase1処理後，更に DNA復製を阻害するた

め，ノボピオシγ感受性ドナーと耐性受容薗を岡抗生物

質を含む平板に混合プレートしても，組換え体が得られ

たことから，単なる溶薗か，新たな DNA復製がなくて

も，細胞緩触の信号に応答して，細胞内部の染色体

DNAを，自らは理事薗せずに，放出する系の存在が考え

られた.
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生態化学解析分野

近未来における地球規模の環境問題は，生物を取り巻

く環境を大きく変化させる可能性を持っており.既にそ

の兆候が始まっている.本研究分野ではこの環境の状況

やその変化等が生物の生存とそのあり方にどのような影

.を及ぼすかについて明らかにする事を目的とし，生物

にとっての環境情報の把鍾と解析とを行うとともに，そ

の結果としての生物の応答反応についての研究を行って

いる.

(1) 水生植物を利用した水質浄化に闘する研究

自然、水滋及びモデル水嶋において， 3年間にわたって

様喝な環境条件下におけるホテイアオイ (Eichhornia

crassitos (Mart.) Solms)の生長特伎を数学モデルを利

用して解析し，水質浄化能の評価，解析を行った.

ホテイアオイの生長曲線は，ホテイアオイが生育する

十分な空間がある時は指数関数で表現できるが，生育密

度が高くなってくると，密度効果によって生育が衰え，

全生長過程ではロジスティック曲線で表現できた.生長

速度を表わすパラメータは水中の室素，リン.度や気

温，日射量，栽培密度等の関数として表わすことができ

た.これらのパラメータを用い，ホテイアオイの生長を

記述する数学モデルと収穫頻度によって表わされる栽培

管理法とを結合した数学モデルで水質浄化能を最大にす

る適正な収穫管理システムの提案を行った.またホテイ

アオイによる重金属類の生体内漫舗についても論じた.

(2) 水園生態系における有害化学物質の生態毒性

虫学的研究

淡水漢類，ミジンコ及び酵母をモデル生物として用

い，主としてこれらの柑殖特性宅死亡率を解析する事に

より，微量有害化学物質の毒性作用の評価を行った.特

に複数の化学物質が同時に作用した鋤合の復合作用様式

の解析を行った.また酵母 (Saccharomycescerl1Visiae) 

の3つのDNA修復機能欠鎮株を用いて，化学物質のD

NA損傷性を検出するためのパイオアッセイの開発を進
めている.

復数の化学物質が同時に作用した場合，化学物質の組

み合わせによって相乗作用，相加作用，措抗作用の3つ

の様式が認められた.復合作用様式は漫度に依存して変

化することもあった.低濠度域の組み合わせの場合には

相加作用となり高波度になると相乗作用となる現象が見

られた.有担農水銀と無担農水銀の毒性の強きを作周波度で

比較すると，前者は後者より100-2∞分の lの濠度で同

じ強きの噌殖阻害が見られた.しかし，生体内に取り込

まれた水銀量を分析すると前者は1∞-200倍高し濃縮

された水銀量で比較すると毒性の強きは水銀の化学形態

に依存しないと考えられる .Daphnia magna-Chlorella 

ellipsoidoaの食物連鎖系で，重金属の毒性の強さと餌を

通しての生体内濠鎗量との関係を見ると，同様に生体内

への取り込み量が毒性の強きに大きく影響していること

がわかった.化学物質の変異原性や遺伝毒性を評価する

のに，原告書生物であるパクテリア類が多く用いられてい

る.ここでは真核微生物，酵母の突然変異体である3種

のDNA修復犠能欠銅線を用いて化学物質の DNA損傷

性について調べた.化学物質の種類によって修復後能に

対する感受性に差異のあることが認められた.画事母は単

細胞藻類やミ ジンコと比べて，毒性試験の供試生物とし

て，取扱いの簡便性や感受性等の点から優れた特性を有

していると考えられる.

(3) 酸性雨の生態系に及ぼす膨響とその評価及び

制御に関する研究

雨水及び大気浮遊粒状物質の化学的・統計学的特性に

ついて解析した.酸性雨による環境の直綾的な影容の現

れる土疲環境や湖沼に及ぼす影'をみるために，土境構

成物質の溶出と水質への彫.評価とそれを工学的に改善

するための石灰散布による効果について検討を行った.

また土捜から溶出した有望書金属の生物への影響を検討す

るために，オオムギ種子の発銀，発芽に及ぼす影響につ

いて検討した.

5年間にわたり，ひと雨を 1II1II毎に画分し，分析した

水質はpH，EC. NO.-N， NH，-N.PO，-P. Cl-. 50，--， Na， 

K. Ca， Mgの11項目である.雨水のpHは3.02-6.94の範

聞で平均は4.28であった。分析浪度の頻度分布は多くの

場合，対数正規分布のような分布形であった.pHは窒

素，硫酸イオン及び ECと有意な相関が認められた.

土集中の金属イオンは pHの低い程調車出量が滑加し

た.石灰を散布することによって，金属イオンの湾出を

軽減化できる.湖沼ではリン濠度が低下し，富栄養化対

策として有効である.

AlとCdのオオムギの発根，発芽に及ぼす影嘗は Cd

の方が強い阻害率を示した.根と芽の伸長の様子を見る

とAlは恨の， Cdは芽の方に主たる伸長阻害を起こす傾

向が認められた.

(4) 資源植物の金属毒性に及(9:す人工コンプレキ

サン及び塩分共存の影響

広範囲の極分漫度下における資源植物中の元素組成の

変動と多種の金属の吸収能に及ぼす人工コンプレキサン

の影.に関する研究を行った.あらかじめ低温分担量度下

で暴震した後，高塩分担量度に暴寓すると耐温性が獲得さ

れたかのような現象が見られた.さらに人工コンブレキ

ザンのある漫度範留の共存では金属毒性は緩和され，植

物体による金属!ll収は抑制される結果が得られた.
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(5) 大気降下物質中の微量金属及び微量元素の季

節変動と水生生物への集積に関する研究

大気中の微小浮遊粒子状物質 (<0.2μ)に含まれる指

標微量金属及び雨水中のF，C1等を分析し，季節変動に

ついて調べた.パナジウム等の人為起源と推察される金

属は浮遊粒子状物質の粒径の微小郡分に検出され，貧土

等の自然起源と推察されるシリカ等は粗大部分に高濃度

に分布していることが判明した.分析試料をサンプリン

グした倉般地区は水島工業地帯を擁する地域だけに，浮

遊粒子状物質に含まれる人為起源金属と自然起源金属の

挙動を研究するのに適している.

また，これらの金属含有水を広範囲の濠度において，

水生生物による金属集積実験を行い，金属の化学形の違

いによる毒性の違いと人工コンブレ牟ザンによる集積と

毒性の緩和現象を明らかにしつつある.

(本研究は環境適応、解析分野との共同研究として行って

いる.)

(6) 人工コンブレキサンによる水質汚濁とその制
御に関する研究

洗剤等に含まれる界面活性剤をはじめ，肥料，メッキ

緋水等に含まれる EDTA，DTPA， NTA等の人工コン

プレキサンによる河)11.湖沼，海水域の汚濁が進みつつ

ある.実験と現場での調査を通して，これらの人工コン

プレキサンによる水質汚濁機構を切らかにしつつ，_化

首及び浄化装置を用いた制御に関する研究を行ってい

る.これらコンブレキザンの河川ーまでの濠度の日内変動

は人聞の活動時間帯に呼応して変動し，直接的に水質汚

濁に関与していると推察される.河川内での流下過程に

おいて分解を受けるので，気象的には水中漫度は温度に

強〈影響され，冬期の方が夏期より漫度が高〈なる傾向

が見られた.水中ではFe(n)との関係が彫密し，植物

プランクトンへの影'も大きいと推察される。

(7) かび奥物質産生ラン蕩類の鉄吸収機梅に聞す

る研究

琵琶湖，霞ヶ浦をはじめ多くの湖沼や水道水源池にお

いて，富栄養化に伴い，かぴ臭物質 (2ーメチルイソボ

ルネオール及びジオスミン)を産生するラン藻が発生

し，各地で水道水のかぴ臭が問題になっている.そこで

こうしたヲン藻の増殖様相障を明らかにするため，琵琶湖

産の Anabaena macrospora， Phormidium tenue， 

Oscillatoria ten削is及びノルウェー産の Oscillatoria

brevisの4種のラン衰を用いて，それらの増殖及びかぴ

臭物質の産生に及ぼす環境要因の彫響について研究を

行っている.その結果，ラン穫がその生育に必須な鉄を

いかに娯取できるかを知ることが，増殖.構を解明する

ための重要なかぎになることがわかってきた.そこでラ

ン藻の鉄吸収機織を明らかにすることを目的に，第養実

験を行ってきた.

培地に EDTAが存在しない婦合(鉄はコロイド状態

で存在)，低レベルの鉄存在下では， O. tenuis， A. 

macrospora及ぴP.tenueは鉄を吸収できず，増殖阻害

を起こした.一方O.brevisはEDTAを加えな〈ても婚

殖することができ，コロイド鉄やさらに安定な酸化鉄の

ような態溶性鉄を自ら溶解し，利用できる自慢能を持つこ

とが明らかになった.また Fe(n)と安定なキレートを

形成するBathophenanthrolinedisulfonate (BPDS)を添

加した CT培地では， Fe (ID) -EDTA中の鉄は光照射

下で 2価に還元され， BPDSと反応するため，A. 

macrosporaとO.tenuisは鉄を利用できず，増殖阻害を

起こした.しかし O.brevisとP.tenueは増殖阻害を起

こさず，増殖することができた.また A.macrospora， 

P. tenue， O. br，即 isは2価に還元される鉄量が十分に

あればキレート剤がなくても，鉄を吸収し場殖できる

が， O. tenuisは2価に還元される有犠態の鉄が必要で

あることが判明した.さらに O.br，卸 isは微生物

Siderophoreである DesferrioxamineBのFe(lll)キレー

トを鉄源に用いても糟殖できた.このように， O. 

br即 isは織々な形態の鉄源を利用できるため，鉄吸収の

畿能において幅広い環境変化に適応しているのに対し

て， O. tenuisはこの様な環境適応の点では最も劣って

いることが示唆された.
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環境適応解析分野

本研究分野では，生物を取り巻く環境情報の解析及び

それらの環境に対する資源植物の反応，適応、現象の解明

を進めている.

(1) 植物体の雨滑れ機.，雨濡れ障害に閲する研

究

植物体特に地上部の雨濡れが生理現象~生育に種々の

影響を与えることを明らかにしてきた.1988-1991年度

は文部省科学研究費の援助を受け，研究を進めた.

(a)雨水付着量と業面ワックス量

植物業の雨水付着量は，トマト，キュウリ，ホウレン

ソウなどは12-15mg/CD!と多く，キャベツ，ネギなどで

は5111g/CIIl以下と少なかった.また第2-4~定位の活動業で

は，雨水付着量が少なし下部の成熟業では多い傾向が

みられた.~庭面ワックス量は，キャベツ (35μg/CIIl)，

オオムギ (20μg/CD!)では多く，ナス，キュウリ，イ

ンゲンマメなどでは2-3μg/CD!と少なかった.

一般に葉商ワックスの多い業では雨水付着量が少な

く，ワックス量の少ない業では雨水付着量が多い傾向が

あった.降雨を受けた業では業面ワヲクス量が減少し，

それに伴って雨後の切断葉の乾燥速度が著しく大きく

なった.

(b)葉の水滴接触角度

11面での水滴接触角度は，キ+ベツ，オオムギなどで

は大きく，インゲンマメ，ザツマイそなどでは小さい値

を示した.*滴接触角度は業齢が進むほど減少する傾向

があった.業の1摩郡，先織部は中央部よりも角度が小さ

く，特に先端部はもっとも小さく，滑れぞすい傾向を示

した.さらに長時間降雨を受けた業は倭触角度が減少し

た.特に酸性度の高い水摘を.触させた業は，その後の

純水の接触角が著しく減少する傾向がみられた.

また，雨水付着量は業面ワックス量，業面水滴.触角

度とは負の相関関係があることが明らかになった.

(c)降雨による植物体の猪含量の変化

植物体地上部が雨を受けることにより，糠，デンプ

ン，窒素含量が著しく減少することが明らかになった.

特に3日以上の降雨により，地上部の臓の減少が著しく

なった.

以上の結果から，降雨を受けて起こる植物の種々の生

理的現象及び障害などは，雨による業面状態の変化，体

内成分の変化及ぴそれらのアンパラ γスが~・を与えて

いると考えられ，このことは降雨耐性の解明の指標のー

っとして意味を持つものと考えられた.

(d)降雨処理と線の伸長の関係、

長期のミスト処理によりインゲンマメ下匹敵挿し:穂か

らの不定線の発生・伸長が著しく抑制された.この抑制

は綬原基分化よりも恨の伸長の阻害によており，長雨に

より作物根の発銀臨書が生じていることを示唆した.

(2) 酸性雨の測定と解析

近年，降水が酸性化し，自然環境に種々の影'を与え

ていることが，世界各地で問題になっている.本研究分

野では過去20年近く，降水の酸性度の測定，解析を継続

している.

(a)降雨強度と pH，EC及び含有成分

倉敷において.3年間の雨水 pHの平均値は降雨経過

に伴って変化せず.4.2-4.4の値であった.降雨 l皿降

るのに要する時間と pH.ECとの関係を解析した結果，

降雨強度が弱いほど.pHが低くなり， ECは高くなる傾

向がみられた.N-NOx. N -NH.. SO..CIなどの各イオン

の含有量と降雨強度にも負の相関が認められ，弱く降る

雨ほど酸性化汚染が進んでいることを示唆していた.

(b)岡山及び香川の酸性雨の比般観測

1988年以来，瀬戸内海をはさんで倉敷と香川県木田郡

(香川大農)で降水の pH.ECを観測し，その差異を解

析した.全雨量の pHの加重平鈎は，岡山4.37.香川

4.67で，岡山が香川よりも pH値が低<.また両地点で

同時に降る雨では，正の相関関係がみられた.

(c)黄砂飛来時の降水の pHと含有成分

黄砂飛来時の降水は高い pH値が観測された.特に1

-2皿目で pH値が高く，最高7.72の値が得られた.酸

性雨の原因汚染質である SO..NOsの含有量も多いが，

Ca. Mgも多〈含まれるため，pHは7前後の高い値に

なった.

(3) 藁の光合成・蒸散への漫水処理の影響

オオムギ業は数日の地下部浸水処理により筆業含量お

よびクロロフィル含量が低下し，それに伴い業の光合成

速度および蒸散速度は低下した.その程度は処理水温が

高いほど迅速であった.ダイス業でも同様の傾向が認め

られたが，処理による光合成速度の低下程度はオオムギ

業より緩やかであった.

体) 植物事草落のエネルキー収支及びガス交換の研

究

植物群落の熱収支，炭酸ガス交換を定量的に評価する

ために，平成2年度に導入した群落生物環境反応測定装

置を用いて水稲，オオムギなどの植物群落内外で炭酸ガ

ス，顕熱，潜熱.運動量などの愉送量を渦相関法によっ

て測定した.これらの測定によって，群落全体のみなら

ず膚毎にも炭酸ガス，水蒸気，熱などの~い込み量や放

出量の経時変化を評価することができ，地表面での繍送

量の測定も可能になった.群落構造，日射量の群落内部

への透過，土嬢水分などの種々の要因による，大気と群
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務の交換過程に対する影響についても幾つかの新知見が

得られた.

(5) 植物欝藩における乱流特性の研究

植物事字詰喜内外に設置した2組の小型の3次元超音波風

速温度計と赤外線炭酸ガス水蒸気変動計で測定された風

速，気温，水蒸気，炭酸ガスの変動量の資料を用いて

種々の統計計算を行い，乱流特性が調べられた.群落下

層で観測された潜水によって土中から押し出された高波

度の炭酸ガス，群落内外の気周で夜間微風時に間欠的に

大きい変動を示す炭酸ガス，蒸散の盛んな昼間に変動が

大きく，夜間に変動の小さい水Z眠気の日変化パターンな

ど，興味深い結果が数多く得られた.

(6) 浮遊粒子状物質の動態に関する研究

岡山県南部における浮遊粒子状物質の経年変化，季節

変化の動態を調べるためにアンダーセン大気用サンプ

ラーによる観測を倉吸や渋川で続けている.これらの観

測資料や倉般市公害監視センターなどの観測資料から，

黄砂のような岡山県南部一帯に見られる現象や，局所的

な発生源の影.を受けて特定の掲所で高浪度になるケー

スなども明らかになっている.また，亜硫酸ガスや二酸

化室素ガスの変化に類似し，浮遊粒子状物質は移動性高

気圧に覆われた好天時に高波度になることが多く，降水

とともに急激に減少することも分った.

(7) 個業レベルと群落レベルにおける光合成・蒸

散の比較

イネやオオムギ等の主要作物と共に，水田に繁茂する

アオウキクサを対象に，群落レベルの二回由化炭素フラッ

クス・水蒸気フラックスの測定を，小型の超音波風速計

と赤外線炭酸ガス・水蒸気変勘計を用いて渦相関法に

よって行った.また携帯用光合成蒸散測定装置を用い

て，個体レベルの光合成畳を測定し，上述の値との比較

を行った.その結果，両レベルの光合成量のオーダーは

一致することが判明した.また自由水面からの蒸発量と

アオウキクサの葉状体からの燕数量の差等，興味深い結

果が敬多く得られた.

(8) 種間競争と微気候の関係

オオムギを対象に，水ストレス〈過湿・乾燥)や業面

のワックスの有無，葉緑素の多少による光合成量，蒸散

量の日j変化や季節変化の差異について，携帯用光合成蒸

散測定装置を用いて測定を続けている.得られた測定結

果と纏物の成長，鏡合の様子について考察を進めてい

る.現在までに，さまざまな野外の環境条件下における

オオムギの生理反応や品種の違いによるストレスに対す

る抵抗性の差異に関していくつかの知見が得られた.

(9) 植物欝落の遷移と微気候の相互作用

瀬戸内海沿岸地域の徴気候と纏生との関係について調

Photo 1 Installation of infra-
red CO. Hρ f1uctuation meter 
and sonic anemometer therm-
ometer as時 mblyabove a pad-

dy field 

20∞ Irrl. 
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Figure 1 Diurnal variations of photosynthesis available 

radiation (P. A. R.) above plant canopies， sensible heat 
f1uxes (c p wT)， latent heat f1uxes (Lρ 可)and carbon 
dioxide fluxes (wc) at 80CII and 20CII on Aug. 4， 1990. 
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査を継続している.測定には全天候型データローガを用

い，王子が岳周辺の標高別の気温・地温・湿度の10分毎

の連続観測を長期間にわたり実施している.その結果，

天候別のこれらの要素の特徴や，霧発生時の気象，植生

分布との対応等，興味深い知見が得られている.また乾

燥時に発生した山火事の際の気象状態の急激な変化や値

生の様子，その回復に関する貴重な資料も得られてい

る.

仰天然微生物，昆虫による野生ヒエの管理.防

除に関する研究

1981年に当研究所圃掲で生背中のタイヌピェ集団に当

該ヒエを枯死きせる微生物(系状薗〕を見出し，これを

利用して除草剤にたよらない環境調和型の雑草の管理，

防除法の確立をめざして研究継続中である.本画百は現在

までの研究でイネに無禽で，タイヌピエを枯死きせる.

しかし他種の野生ヒzのイヌピエ類には無効であり，そ

の作用に種特異性を有する.1988年以来の試験によれば

多肥田で著効があり，また病気ヒエ藁，培餐菌ヒエ藁の

緒与で好結果が得られる.他方イネを害するセジロウン

カはタイヌピェとイネが共存する水田ではタイヌピエに

集中的に飛来して大寄を与え枯死株を生ずるが，イネに

はほとんど彫嘗はなく，イネのウンカの容を軽減し，タ

イヌピエを防除できるので一石二鳥的な効果が期待き

O~ 資源樋物としての維車種子の収集と保存に聞

する研究

雑草種子の収集と保存に取り組んだ結果，日本の雑草

の大部分にあたる115種.2316点の種子が収集でき，そ

れを用いた研究が始まっている.大部分の雑草の種子重

量と果実あたりの種子数のデータが得られた.現在所有

している資源植物種子数は約2800種.12000点である.

種子の収集一一一--バウチャー銀本の作成
↓ 
同定

種子の精選

針演j 像彫一一一→ iデー，ベ目見への!
↓ T : 
発芽テスト一一+ L.........~~..........i 
乾燥

包装

冷凍保存低温保存『一一一一+種子の配布

発芽テスト

栽培 ーパウチャー標本の作成

採種

図2 線車種子収集保存事業の緩要

れ，研究を継続する予定である。また本ウンカはイヌピ O~ 雑草とその近縁種の比較生物学的研究

エ類には飛来せず，その食害にも種特異性がみられる. 同じ属内にいくつかの雑撃を含んでいる種の比較から

写真2 糸状酋によるタイヌピェのバイオロジカルコン
トロール 左ー黒変枯死のタイヌピェ

右ー無容のイ牢

。1) ヒメタイヌピエの地理的分布，環境に聞する
研究

君主国では分布が局限されている水田雑草ヒメタイヌピ

エ分布の継続研究では現在までの調査でその分布織は意

外に狭<.主な地域は温暖な瀕戸内，九州の沿岸部に限

定される.

種子重量 (X)と果実るたり種子数 (y)との間に (X

-a) (Y -b) = c. (a. b. cは定数)の関係が成
り立つ嵐がかなりあることがわかった.

O~ セイタカアワダチソウに関する生態学的研究

セイタカアワダチソウの地下茎からの水抽出液から他

感作用を受ける穫と受けない種があることがわかっ

た.抽出液はセイタカアワダチソウの発芽を抑制し，

ヒナタイノコヅチ，ホソアオゲイトウ，アメリカイヌ

ホオズキの発芽を遅らせたがシロザ，ススキ，キンエ

ノコロ，メヒシパ，オギの発芽には園長響しなかった.

また抽出液はセイタカアワダチソウ.シロザの生長を

抑制jした.

O~ 塩湿地および干拓地における遷移の研究
干拓地内に生育の見られた種の生育地の塩分割置度と実

験室内での発芽限界担分担民度の聞には高い相関が見られ

た.またアカザ科植物は他の科の継物に比べて，耐極生

の強い種が多いことも明らかになった.
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大変系統保存施設

大変系統保存.設では世界各地から収集した裁培品

種，野生種，突然変異系統，各種実験系統など約6，500系

統のオオムギを保有し，材料と情報を国の内外に提供し

ている.

保存品種の特性評価にあたっては，品種の分類上有用

な指標形質ならびに農業上重要な生理・生態的形質につ

いて広〈調査している.さらにこれらの情報はコン

ピ品ーターによるデータ検索システムとして構築されて

おり，復数形質による多重的な検索も可能となってい

る.また有用形質については実験遺伝学的手法により解

析をすすめ，栽培品種の分化の解明や育種選綾上の情報

提供を行っている.

(1) オオムギのアイソザムに閲する研究

小西助教授の在任中，オオムギの各種アイソザムを検

定し，その多形性からオオムギの系統分化に関する従来

の知見を補足，充実する知見を得た.また，第3染色体

の織部に座乗するEst-l，Est-2， Est-4の復合遺伝子座が

木石港3の持つ繍萎縮病抵抗性遺伝子と密接に連鎖する

ことを見出し，同病抵抗性の簡易選抜を可能にした.

(2) 赤かぴ病抵抗性の研究

赤かぴ病鑑抗性を検索するために‘切り穂検定法・を

開発し，オオムギ約4000品種を検定して高度抵抗性品種

を見出した.また，ダイアレルクロスおよび交線後代の

緩種集団を供試して赤かび病抵抗性の遺伝解析を行い，

抵抗性が主として相加的な複数の微動遺伝子に支配され

ること，ならびに遺伝率は中位の健で，育種によって同

病に対する抵抗性を高め得ることを明らかにした.

コムギの赤かび病抵抗性も・切り穂検定法'で評価で

きることが確かめられ，農水省九州農試などで利用され

ている.

(3) 赤かび病菌のレース特異性に関する研究
同病抵抗性の遺伝解析を行う前提として赤かび病菌

20菌検をオオムギ20品種に総当たり接種した結果，菌株

と品種の聞には相互作用が認められず，従って赤かび病

蘭にはレースの分化が無いとみられた.

また，赤かび病菌104菌株をヤトミモチとキカイハダ

カに接種した結果，宿病粒歩合の品種相関は0.863と密

畿であり，レースの分化は無いことが明らかにされた.

従って，赤かび病抵抗性の検定にあたってはレースの分

化を考えなくても良いとみられる.

(4) 赤かぴ病菌の薬剤耐性に関する研究
病害を防除するには抵抗性品種を銭指するか廃業を使

うかであるが，農業を使う揚合には耐性画面の出現に注意

しなければならない.赤かぴ病菌をトップジンで処理し

たところ.高い頻度で耐性酋が出現し， MIC (最低阻止

濠度)が4万 ppmを超える菌株も得られた.このよう

に，赤かび病を農業で防除すると耐性酋が容易に出現す

るので，抵抗性品種を育成することが必要である.

(5) オオムギの耐湿性に関する研究

世界の主要な麦作地帯の年降水量は500......6∞mである
のに対して袋国の関東(前橋)では1.200園，瀬戸内地方

(岡山〉では1.200..，九州(佐賀)では1，9001llllと 2...... 

3倍に遣しており，従って，君主国の麦作では湿害が重要

な障害である.

そこで，オオムギ遺伝資源の耐湿性を評価するために

幼纏物の耐湿性を簡易に検定する方法を開発し，耐湿性

のスクリー=ングを行い.発芽後一貫して灘水栽培して

も出穂，登熱し得る.高度耐湿性系統を見出した.

また，幼組物耐湿性のダイアレルクロス分析を行い，

主として稲加的な量的遺伝子に支配され，遺伝率は中位

の値であることを明らかにした.

(6) オオムギの製皮粒に関する研究

近年ピールオオムギに裂皮粒と呼ばれる障害粒が発生

して品質が低下し，大きな問題になっているのでピール

酒造組合の研究助成を受けてその発生..と遺伝性を解

明した.一般に二条オオムギ品種の裂皮粒歩合は極めて

低<.大部分の品種ではほとんど発生しないが，君主国の

ピールオオムギ品種に発生歩合の高い品種がある.環境

条件を様4に変化させてみると内外頴が小きくなるよう

な条件や，登熱が過剰になるような条件で発生し易<， 

頴果の入れ物と中味の大きさのアンバヲンスによって製

皮位が生じるものとみられた.

ダイアレルクロス分析およびF.集団の遺伝分析に

よって裂皮粒歩合は量的遺伝子に支配される形質である

ことが明らかにされた.

(7) 変異形質の遺伝解析
オオムギの遺伝研究のためのマーカー形質を充実する

ために嫌々な変異形質の遺伝解析を行っている.この期

間にはオオムギの穂のフェノール反応，根の蛍光変具

体，葉身が極端に短縮するリーフレス変異体，幼植物の

ダイアジノン感受性などを見出し，遺伝子分析を行っ

た.

(8) ムギ額うどんこ病に関する研究

ムギ類うどんこ病の分化型の聞で交線を行い，コムギ

のうどんこ病菌聞の交線後代からオオムギを犯し得る菌

を選抜・育成することに成功し，一方，オオムギのうど

んこ病菌間の交線後代からコムギを犯し;得る酋を選主主・

育成することに成功した.

また，オオムギのうどんこ病菌聞の交雑後代から親菌

株が病原性を持たない品種を犯し得る新菌株を選鉱・育
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成することに成功した.

これらの事実はムギ類うどんこ病菌の病原性が，いわ

ゆる genefor geneの対応によらないことを示唆してい

る.

(9) 大聖網斑病抵抗性に関する研究

大変網斑病抵抗性の検定法を確立するため.接種源と

なる Pyrenophorateres Drechs.の分生子の培養法を検

討したところ，多くの菌徐に対して分生子を形成させる

にはV-8綾地でブラックライト(波長繊300"-400n田)

12時間照明.25土6'Cの変温条件で培養するのが適当と

考えられた.また，北海道ならびに関東由来の菌株とは

異なり，カナダの官官株では15'C以下の低温でも多量の分

生子が形成され，地域間の酋の生態的分化が示唆され

た.幼菌検定の接種条件は20'Cで2業期に行うのが適当

で，誤差標単偏差からすると発病程度はかなり安定した

遺伝形質と考えられた.

北海道のピールオオムギに由来する菌株KI05を用いて

~.." 

⑦
J
 ~O 

⑦ 

大変系統保存施設の保有する五千品種余の抵抗性を検定

したところ，品種全体では抵抗性にモードを持つ連続変

異を示し，エチオピアならびに朝鮮半島に箆抗性品種が

多かった.さらにピールオオムギに典型的な二条・春

婦・西型・皮性品種群の抵抗性は特に弱く，同質遺伝子

系統を用いた対立形質問の箆抗性の比較の結果，抵抗性

の差異は品種の遺伝的背景によるものと推察された.

病原性の分化を調べるため世界各地に由来するオオム

ギ品種に北海道ならびにカナダの菌繰を接種したとこ

ろ， Net typeとSpottypeの菌線開および Nettypeの

北海道とカナダの菌直線開で病原性の分化が認められた.

OID 中国の半乾燥地帯における園際共同研究

文部省科学研究費の助成を受けて中国黄土高原

(1988"-1991年代表者回村三郎， 1991年~代表者

春原豆)および三河平野(1990年~代表者 松本

聡)の半乾燥極類土纏に適応するムギ類品種の検索を

行っている.

図l ダイアジノン感受性オオムギの地理的分布.

感受性は西織の品種に多<，東亜の品種にはほとんどみられない.門の大小は品種ft，黒色部分は感受性品種の割合を
示す.(n =5.023) 

'
E
A
 

内
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生活環解析部門 (外国人客員部門)

Laszl6 Erdei (ラースロ ・ヱルデイ) 能とその制御後傷につい

国立科学アカデミー生物学研究センター主任研究員〈ハ て研究を行った.キュウ

ンガリー〉 リはカルシウム (Ca'つ
在任期間 :1988年10月1日-1989年3月31日 欠乏により著しく生育が

1945年生 阻害されるが.その障害

1969年 EotvosLorand大学生物学修士 発現に膜の損傷が深〈か

1971年同博士号取得 かわっている.Erdei縛

1969年ハンガリー科学アカデミ一生物学研究セン 土は Ca'+欠乏の陣容が

ター準研究員 ホルモンのベンジルアデ

1972年同研究員 二ン処理により著しく軽減されることを見い出した.そ

19回年同主任研究員 の過程に， K+， Cal+，リン酸化合物含量の変動が関連し

その間オランダ・グローニンゲン大学へ留学 ていることを明らかにした.また， Cal+欠乏により原形

主な研究テーマ:輸送を中心とした植物生理，生化学的 貿膜のATPase活性が低下するが，ホルモン処理でその

研究 低下が抑制されることを見い出した.さらに，環境スト

当研究所での研究内容:植物生活環における細胞膜犠 レスとポリアミンとの相関についても研究を行った.

Gunter Kahl (ギュンター・カール) 他に，遺伝子がおかれて

フランクフルト大学生物学科教授(ドイツ〉 いるクロマチンの構造の

在任期間:1989年4月15日-1989年10月14日 変化〈ゆらぎ梼造〉にも

1936年生 関係している.Kahl教

1961年ハイデルベルグ大学卒

1966年 フランクフルト大学博士号取得

フランクフルト大学生物学科助手

1971年同講師

1973年同教授 現在に至る

授はェγドウ幼値物を2

℃におき生育を停止さ

せ，代謝的に休止状態に

おいたものを25'cに移

し，急激な生長と代謝を

.その問，フランスCURS，ポーラシド科学アカデミー，カ 再開させたものからクロマチンを調製し，その構造を鯛

リフ'It'レニア大学の凋へい教授，名古屋大学研究員(学 べた.即ちクロマチンの熱敵解幽線， DNase 1 ， n によ
術短興会による〉等を歴任 る分解率さらにショ鎗密度勾配達心パターンの解析から

主な研究テーマ:傷害を中心にした植物分子生物学 低温下のエンドウクロマチンは凝集し，熱，ヌクレアー

当研究所での研究内容:~植物の生活環における遺伝情 ゼ処理等に対して安定な構造をとっていることを切らか

報の発現制御は，個々の遺伝子の調節領績によるものの にした.
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Harm Huttinga (ハルム・ハ "Jチンガ)

国立植物保護研究所主任研究員(オランダ)

在任期間:1990年10月l日-1991年3月31日

1941年生

1966年 ワーゲニンゲン康科大学卒

同年オランダ国立植物保穫研究所研究員

1912年 ワーゲニンゲγ康科大学惇土号取得

1981年 オランダ国立植物保護研究所

検出及び生物工学研究部門部長

その問，ギリシャ国キフィシア・ペナキ植物病理学研

究所，ナイゼリア国イパダン熱帯野虫学研究所 (2回)へ

研究員として派遣された.

当研究所での研究内容:植物ウイルスの同定には諸性

状を基礎にそれらの総合判断によって行われているが，

近年RNA解析も主要な判断材料のーっとなってきてい

る.RNA解析にはウイルスを純化して行われるが，ウ

イルス感染業汁液から直接 dsRNAを分析し，その分子

量をウイルスの同定材料にする実験を試みた.スターチ

禁園海(ツァイ・ゲォハイ)

国立中興大学良学院農芸学系教授(中国・台湾)

在任期間:1991年6月16日-9月30日

1921年生

1946年:台湾省立農学院慶学系銭術員

1912年:北海道大学慶学博士

1973年:国立中興大学農学院糧食作物研究所講師

1913年:台湾省立嘉義農業専科学校助教授(併任)

1980年:国立中興大学農学院良芸学系助教授

1989年:国立中興大学農学院.芸学系教授

蕪教授は，イネの生育に関する量的形質を支配する遺

伝子の解析では極めて著名な研究者であり，特に出穂の

早晩性については，多くの関与遺伝子を発見し.それら

の同質遺伝子系統を作って，台湾の二期作殺培の条件下

で幅広い解祈念行っている.

当研究所での研究内容:材料には，台湾の日本型イネ

スから検出された CMV

で，ツルナに退色斑点

(CD系)とえそ斑点

(N糸)を形成する両系

統を接種し感染した病薬

汁液を 1.96アガロースゲ

ル電気泳動で分析した.

その結果.両系統を接種

したツルナ，タパコ，

N. glutinosQの汁液の全てから4種類の dsRMAが検出

され，健全継物から検出きれなかった.その4種類の

dsRNAの分子量はすべて CMV-YのssRNAのそれと

同じであった.この試験はarabismosaic virusについて

も問機であった.その結果，病葉汁液の dsRNAを解析

することによってウイルスssRNAを予測でき，

dsRNAの解析がウイルスの同定に寄与できることを明

らかにした.

品種台中65号を遺伝的背

景として育成した出穂性

に関する同質遺伝子系統

と，放射線照射による突

然変異系統とを用いた.

これらの早生系統は早生

遺伝子E'-lを持ち，晩
生系統は晩生遺伝子，，-

2を持っている.これら

と台中65号 CE'-l.，'-2)とを倉般の自然条件とファイ
トトロン(高温及び低温条件)及び短日岡場(国立遺伝

学研究所)で同時に栽培し比較鼠験を行った.この結果

E'-l遺伝子は温度反応性が強<.，'-2は日長反応性に
敏感であることが明らかになり，地域適応性品種育成へ

の有用な知見を提供した.
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Kenneth Williams Shepherd (ケネス・ウィリアム

ス・シェファード)

アデレード大学植物科学部助教授〈オーストラリア)

在任期間:1991年10月17日-1992年4月11日

1934年生

1957年:アデレード大学農学部卒業

1961年:ァデレード大学ウエイト慶学研究所農学科講

師

1970年:アデレード大学 ウエイト農学研究所農学科

首席講師

1974年:ミズーリーコロンピア大学招へい教授

1982年:アデレード大学ウェイト研究所助教授

1983年:国際コムギ遺伝学シンポジウム国際組織委員

Shepherd教授は，コムギとその近縁種における種子

貯蔵タンパクの遺伝的支配に関して.1鉛0年代に既に細

胞遺伝学的な寄与の道を拓いた.最近ではコムギの種子

タンパクの多くのタイプ

の間の化学的，また進化

的な関係を明らかにし

た.さらにコムギの遺伝

的背景にオオムギの染色

体の導入に成功し，相互

の分子マーカーの開発を

行っている.

当研究所での研究内

容:オオムギの第5染色体(IHS)にはウドンコ病怒抗

性を始め種子貯蔵タンパクに関与する多数の遺伝子が座

乗している.これとコムギ ID染色体との組み換え体を

得るため，戻し交雑種子から幼植物体を育てて検索を行

い，オオムギのアイソザイム遺伝子とタンパク遺伝子を

標識として分析した結果，それぞれの座乗する染色体部

位を持つコムギ個体を得ることができた.
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田中丸重美・木村和義.1鈎2.黄砂飛来時に倉敷で観測された降水の成分について.文部省科研費(一般C)研究成

果報告書(平成3年度)r業の雨滑れ機構に関する研究j : 23-27. 

田中丸重美・木村和義.1992.台風時における降水の酸性度について.文部省科研費(重点領域)研究成果報告書

(平成2年度一3年度) r磁性雨の生態系に及ぼす~.とその評価及び制御に関する研究j : 21-24. 

塚本 修・米谷俊彦・平岡直子・尾向晴美.1991.竪場島・王子ガ岳での気温・湿度の観測データについて(付録

2) .しぶかわ 12:24-27. 

Yamashita， S.， Kashiwagi， Y.， Imamura，1. R.， Monteiro， C. A. F. and Nishizawa， T. 1988. Data of Dry， Wet Bulb， 

and Soil Temperatures， and Soil Moisture Content of Corn Field and Inside Plant Community in August， 

1986 in Semi-Arid Region， Northeast Brazil. Latin American Studies 10: 169-180. 

大麦系統保存施設

部田英雄.1989.オオムギうどんこ病抵抗性遺伝子 JMlsnに対する非病原性の菌検問の交配による病原性菌系の作

出.農学研究 61: 279-286. 

都田英雄.1鈎O.ムギ類赤かび病菌子のう鰻の形成ならびに保存法.文部省特定研究成果報告書〈昭和62-平成元年

度)r資源生物線能の解析と制御に関する研究J: 35-39. 

部田英雄.1992.コムギうどんこ病抵抗性コムギ，カモジグサ系統およびオオムギ品種に対するコムギうどんこ病菌

株聞の交維による病原性薗系の作出.文部省特定研究成果報告.(平成元年-3年度)r生物相互における情報認
識と応答反応に関する研究J: 32-36. 

部田英雄・武田和義.1鈎2.オオムギうどんこ病 (Eηnphegraminis DC. f. sp. hord，i)薗繰聞の緩種から育成した
コムギおよびカモジグサに病原性のある菌株.岡大資生研報 1: 51-59. 

金谷良市・武田和義.1991.ムギ類赤かび病菌 (F“sari“mgraminoarum Schwabe)における分生子の大量繕養法.
農学研究 62:171-189. 

Koike， S.， K. Takeda and T. Satake 1鈎o.Comparison of cold tolerance between isogenic pairs differing in grain 
size. Rice Genet. Newsl. 7: 133-134. 
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Kokubo， A.， N. Sakurai， S. Kuraishi， and K. Takeda 1991. Culm brittleness of barley (Hordoum vulgare L.l 

mutants is caused by smaller number of cellulose molecules in cell wall. Plant Physiol. 97: 509-514. 

小西猛朗・都田英雄.1992.オオムギとうどんこ病菌との相互作用.文部省特定研究成果報告.(平成元年ー3年度)

「生物相互における情報認識と応答反応に関する研究J: 26-31. 

成田秀雄・鎗智弘明・佐藤和広・吉良賢二・森村克美.1989.飼料用大変 fあおみのりJの育成について.道立.試

集報 59: 81-91. 

力石和英・武田和豊島.1991.オオムギと細胞育種 植物バイオテクノロヅーn• (山田康之編)東京化学問人.東
京. : 116-122. 

佐量盛和広・育良賢二・越智弘明・成田秀雄.1989.ピールオオムギにおける般皮歩合のダイアレル分析.育雑 39: 

471-480. 

佐藤和広・成田秀雄・産自智弘明・吉良賢二・蘇村克美.1鈎O.二条大変新品種「りょうふうJの育成について.道立

農試集報 60:31-43. 

佐議和広・武田和義.1990.大麦網斑病菌 (P;yrenophorateres Drechs.)の分生子形成に関する研究.1.温度，培

地および光質の効果.農学研究 62: 151-163. 

佐藤和広・武田和義.1991.大変網斑病菌 CP;yrenophorateres Drechs.)の分生子形成に関する研究.n.近紫外光
照射下における日長，培地および温度の効果..学研究 62:165-176. 

佐藤和広・武田和義.1992.大変網斑病における幼菌検定法の確立と抵抗性品種の検索.岡大資生研報 1: 75-90. 

高橋高右衛門・武田和義.1989.固原県における作物生産増大の可能性と方策.一作物育種学の立場から一.文部省

科研特定研究報告.(昭和63年ー平成2年度)i中国黄土高原の緑化に関する基礎的研究J: 83-95. 

高橋禽右衛門・武田和義.1990.国原県における作物品種導入試験.文部省科研費(総合A)研究成果報告書(昭和

63年ー平成2年度)r中由貿土高原の緑化に関する基礎的研究J: 119-125. 

高橋高右衛門・武田和義.1991.国原県におけるムギ類の導入育種.文部省科研費(総合A)報告書(昭和63年ー平成

2年度)r中国黄土高原の緑化に関する基礎的研究J: 142-150. 

武田和豊島.1988.米の粒形・粒大.月刊食橿1988年2月号:18-21. 

武田和義.1988.稲と米の話. 1.米般情報1988年6月号:10-13. 

武田和義.1988.稲と米の話. II.米般情報1988年7月号:12-15. 

武田和義.1988.稲と米の話.111.米般情報1988年8月号:20-23. 

武田和義.1988.稲と米の話.Y.米穀情報1988年9月号:10-13. 

武田和豊島.1988.米の粒形・粒大(農水省農研センター他編)稲と米.農林水産技術情報協会.東京. : 1-13. 

武田和義.1988.ストレス耐性遺伝資源のスクリーニング.耐湿性オオムギ.腹水省受託研究報告書(昭和62年ー平成

元年度)iバイテク育種に関する総合研究J: 18-19. 

武田和義.1988.イネとオオムギにおける遺伝子の形質発現.文部省特定研究成果報告書〈昭和59年ー昭和62年度)

「植物育種の細胞・分子レベルにおける展開J: 23-26. 

武田和義・斎藤渉.1988.不斉条オオムギにおける側列頴花欠落歩合の遺伝性.育錐 38: 72-80. 

武田和豊島・佐4木忠雄.1988.北海道のイネ品種におけるアミロース含有率の温度反応.育雑 38: 357-362. 
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SABRAO 事報匝告) : 24必5-248.

武田和穂.1989.くぴれ米歩合の温度反応.育鎌 39:75-88. 

武田和強.1989.オオムギにおける赤かぴ病耐病性の選抜反応と規子相関.文部省科研費(総合A)研究成果報告書

(昭和61年-63年度)r作物におけるストレス回避の遺伝学J: 56-ii2. 

武田和穂.1989.ストレス耐性の遺伝的変異とその...文部省科研費(総合A)研究成果報告書(昭和61年-63年

度)r作物におけるストレス回避の遺伝学J: 81-83. 

武田和磁.1989.ストレス耐性遺伝資源のスクリーニング.耐湿性オオムギ..*省受託研究報告書(昭和62年ー平成

元年度)rパイテタ育種に関する総合研究J:116-117. 

武田和線・都田英雄.1989.オオムギにおける赤かぴ病検定法の開発と耐病性品種の検索.育線 39: 203-216. 

武田和強.1990.米粒の形と大きさ.米飯の銭術とその利用.工業銀術会.東京. : 48-日.

武田和強.1990.頴果.(松尾孝樹編)稲学大成，遺伝編..文協.東京. : 203-208. 

武田和破.1990.ストレス耐性遺伝資源のスクリーニング.耐湿性オオムギ..水省受託研究報告・(昭和62年ー平成

元年度)rバイテタ育種に関する総合研究J: 88-89. 

武田和線.1990.穂相および粒形質.文部省科研費(総合A)研究成果報告.(昭和62年ー平成元年度)rイネ遺伝子
資源の開発と同定J: 44-53. 

武田和線.1990.雄性不稔の遺伝・環境制御.文部省科研費(重点領繊)研究報告・(平成元年-3年度)r高等植物
における生殖..の細胞・分子生物学的解析J: 46-48. 

武田和義.1990.オオムギの FI線種における赤かぴ病耐病性の遺伝解析.文部省特定研究成果報告.(昭和62年ー平

成元年度)r資源生物畿能の解析と制御に関する研究J: 30由34.

Takeda. K. 19ω. Inheritance and character expression of a long kernel gene detected in a Japanese local rice 

variety "Fusayoshii". SABRAO Journal 22: 79-90. 

武田和強.1鈎O.オオムギにおける赤かぴ病耐病性の遭抜反応と親子相関.育線 40:91-101. 

武田和線.1991.オオムギにおける分子・細胞マーカーの検索と遺伝解析.文官官省科研費(一般C)研究成果報告.

(昭和田年ー平成2年度) : 1-18. 

武田和義.1991.禾般類における物質集積関連形貨の遺伝子分析.文部省科研費(重点領減)研究成果報告.(平成

2年ー4年度)r高等継物における物質集積極陸構とその発現の分子畿梼J: 41-48. 

武田和線.1991.雄性不稔の遺伝・環境制御.文部省科研費(重点領域)研究成果報告.(昭和例年一平成3年度)

「高等植物における生殖..の細胞・分子生物学的解析J: 58-59. 

Takeda. K. 1991. Inheritance of grain size and its implication in rice breeding. Rice Genetics n (第2回国際イネ遺

伝学シンポゾウム報告) : 181-189. 

Takeda. K. 1991. Location of a heat sensitive albino gene. hsa. on chromosome 1. Barley Genet. Newsl. 20: 56-

59. 

Takeda. K. 1991. A gene for diazinon sensitivity on barley chromosome 1. Barley Genet. Newsl. 20: 54-56. 

Takeda. K. 1991. Inheritance and geographical distribution of diazinon sensitivity in barley varieties. Barley 

Genetics vl (第6四国際オオムギ遺伝学シンポジウム報告) : 572-515. 
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武田和援・金谷良市.1991.オオムギ赤かぴ病における寄主・病原関係.育雑 41: 641-650. 

武田和義.1992.禾般類における物質集積関連形質の遺伝子分析.文部省科研費(重点領域)研究成果報告書(平成

2年一平成4年度)r高等植物における物質集積極陣織とその発現の分子機構J: 43-44. 

武田和義.1992.雄性不稔の遺伝・環境制御.文部省科研費(重点領域)研究成果報告.(平成元年-3年度)r高等
相14t!における生殖織構の細胞・分子生物学的解析J: (印刷中). 

武田和援.1992.オオムギの赤かぴ病における寄主特異性分化に関する研究.文部省特定研究成果報告書(平成元年

ー平成3年度)r生物相互における情報認識と応答反応に関する研究J: 14-18. 

武田和義・金谷良市・張 成林.1992.コムギ赤かび病主主抗性の切り穂検定.育雑 42: (印刷中). 

武図和義.1992.コムギおよびオオムギにおける酸性耐性の種間および品種間変異.文部省科研費(重点領域〉研究

成果報告書(平成2年度-3年度)r酸性雨の生態系に及ぼす影.とその評価及び制御に関する研究J: 131-133. 

o崎 浩・武田和義.1989.オオムギにおける裂皮粒ならびに凸股粒の発生級車修(予報).日作東北支部報 32: 73-
75. 
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口頭発表

遺伝子解析分野

本音総男.1990.形質転換法による TMV抵抗性トマトの作出.第2回バイオコントロール研究会講演要旨:42-46. 

本音総男.1990.遺伝子組換えによる作物育種研究の動向.'90施設園芸新設術シンポジウム.講演要旨1・3・1-

1・3・13.

本音総男.1990.感染生理研究におけるウイルス変異株の利用.平成2年度纏物感染生理談話会「感染生理研究から

みた病害防除戦略と展望」講演集:101-110. 

本音総男.1990.形質転換法によるウイルス抵抗性植物の作出と利用.第11回基礎育種学シンポジウム報告:9-18. 

本音総男.1990. DNA組換えの銭衡の現状と展望.平成2年度農林水産省課題別研究会「野菜・花井・茶におけるパ

イオテクノロジー研究の現状と今後の課題j資料:1-9. 

Motoyoshi. F.ω91. Evaluation tests of TMV resistant transgenic tomato as a material for the first field 

experiment in ]apan. In Vitro 21 (3. Part n):ω. 1991 World Congress on Cell and Tissue Culture. 

Motoyoshi. F. and Murata. M. 1991. Breeding of tomato lines useful for transformation experiments. Jap. J. 

Genet 66: 160. 

村田稔・石黒正樹・砂入道夫・中田 昇・安室喜正.19叩.ライムギ midget 染色体遺伝子の解析.n.クローニ

ングきれたライムギ特異的極基配列の起源について.育雑 40(別1) : 426-421. 

Murata. M.. Varga. F.. Maluszynska. ].. Grund1er. P. and Schweizer. D. 1990. Chromosomomal localization of the 

ribosomal RNA genes in Ara仇idopsisthaliana by in situ hybridization. 4th Int. Conf. Arabidopsis Res. 

Abstracts p. 5. 

村田 稔.1990.染色体特異的 DNAのクローニングについて.日本植物学会 第55回大会.研究発表記録:11. 

村田 稔・Varga.F • Schweizer， D. 1990.シロイヌナズナにおけるリボソーム RNA遺伝子の染色体マッピング.遺

伝学雑誌 65: 450. 

村田 稔.1990.アラピドプシスの染色体像と insituハイプリダイゼイションによる遺伝子マッピングの可能性.

「高等植物のモデル系としてのアラピドプシス研究Jに関する研究会.

村田 稔.1990.アラピドプシスの染色体マッピシグについて.国立遺伝学研究所研究集会.

村田 稔.1991.ライムギの染色体特異的 DNAのクローニング.第7回資源生物科学シンポジウム 「資源植物の分

子遺伝学とバイオテクノロジーJ.

村田 稔・石黒正樹・砂入道夫・中田 昇・安室喜正.1991.ライムギ midget 染色体遺伝子の解析.m. ln situ 
ハイプリダイゼイションによる解析.育雑 41(別1) : 164-165. 

村田 稔.1991. ln situハイプリダイゼイション分子と染色体を結ぶ技術.第31回山陽育種談話会.

Murata， M.. Ogura， Y. and Motoyoshi. F. 1991. Analysis of highly repetitive DNA sequences in Arabidopsis 

thaliana. ]ap. ]. Genet 66: 161. 

富田因則・桂真昭・安室喜正・中田 昇・村田 稔.1990.自殖ライムギ染色体添加型コムギ系統を用いたライム

-48-



ギ染色体特異的 DNAのクローュγグ.育雑 40(別1): 308-309. 

Yasumuro， Y.， Nakata， N.， Tomita， M.， Sasaki M. and Murata， M. 1991. Nuc1eocytoplasmic interactions in 

wheat.rye hybrids and their significance in triticale breeding and genome differentiation. Kihara Memorial 

Internat. Symp. "Cytoplasm Engineering in Wheat". 

形質発現分野

Chung， G. C.，松本英明.1990.食極ストレスによるキウリ綬膜画分のカルシウム，リン脂質， H+ーATPase活性の

変動.櫛物生理学会1990年度講演要旨集:142. 

葛西身延・武藤尚志・宮地重逮.1988.貧化トウモロコシ業の原形質膜:単調監とその Ca'φ愉送活性.植物生理学会
1988年度講演要旨集:212. 

葛西身延・武藤尚志・宮地.逮.1989.とうもろこし業の原形質礁の ATP依存性 Cal+輸送系:Ca'+ポンプと

Cal+/H+対向輸送系.組物生理学会1989年度講演要旨集:236. 

蔦西身延・武蕗尚志・宮地.逮.1990.とうもろこし葉原形質膜の Cal+ポンプの可格化と再構成.値物生理学会

1990年度講演要旨集:228. 

葛西身延・佐々木昌生・山本洋子・松本英明.1991. H+ポンプ活性からみたアルミニウム障害と耐性繊精.植物学会

第56回大会研究発表記録:240. 

.西身延・佐々木昌生・山本洋子・松本英明.1992.大変板液胞膜の PPi依存H+ポンプ活性の制御に対する細胞内

Cal+の関与.植物生理学会1992年度総演要旨集:13. 

Kasai， M.， Muto， S. 1989. Cal+ trans凹rt・incorn leaf plasma membrane: Cal+-pump and Ca軒ハトantiport

system. Calcium Research on Plants: A workshop on methods. 

松本英明.1989.アルミユウム処理によるエンドウ根クロマチン構造の変化.纏物学会第54回大会研究発表記録:

215. 

松本英明・葛西身延・山本洋子.1990.アルミニウムによるオオムギ綬ミクロソーム画分のHにポンプ活性の上昇.

植物学会第55回大会研究発表記録:222. 

量権回詠子・葛西身延・武藤尚志・宮地重逮.1989.とうもろこし葉原形質膜のカーボ=ックアンヒドラーゼ.植物生

理学会1989年度講演要旨集:254. 

武藤尚志・葛西身延・鎌田芳彰.1991.環境情報の伝達と応答におけるカルシウムイオンの役割.植物生理学会

1991年度講演要旨集:44. 

大森正之・下河原潜介・葛西身延・武藤尚志・宮地重逮.1989.水性二層分配法による.Anabaena cylindrica膜画分

の関製.組物生理学会1989年度謙演要旨集:235. 

山本洋子・藤原美定.1988.プロモウヲγル致死滑感の分子鰻構，およびそれを用いたウヲシル DNAグリコシラー

ゼ変異株分雌法の開発.放射線彫響学会講演要旨集:101. 

山本洋子・藤原美定.1989.プロモデオキシウリジンによるuv致死嬬感をひきおこす遺伝子のクローニングと遺伝
子解析.放射線彫・学会橋演要旨集:157. 

山本洋子・豆塚弘被・小野寛治・葛西身延・松本英明.1991.タパコ培養細胞のリン酸欠乏に伴うアルミニウム抵抗

性の発現について.植物学会第56回大会研究発表記録:241.

-47-



山本洋子・亘塚弘被・小野寛治・葛西身延・松本英明.1992.タパコ培養細胞のリン厳欠乏によるアルミιウムスト

レス耐性獲得後構の解析.織物生理学会1992年度講演要旨集:19. 

遺伝制御分野

Chozin. M. A..安田昭三・小西猛朗.1989.カヤツリグサ科緩草における種間交維に関する研究第l報 コゴメガヤ

ツリとカヤツリグサの自然、雑種について.雑草研究 34(別1): 153-154. 

林 二郎・安田昭三.1988.オオムギの低温媛化現象の遺伝と関与遺伝子の探索.育雑 38(別2) : 366-367. 

関野吉郎・力石和英・安田昭三.1991.オオムギの組織培養に関する研究m.通気処理が完熟!E由来カルスの再分化
に及ぼす効果.育雑 41(別2): 258-259. 

大久保和男・安田昭三.1鈎O.オオムギ品種における純伸早晩性の変異と地理的分布.育雑 40(別2): 426-427. 

大久保和男・安田昭三.1991.春播性オオムギ品種における純粋早晩性の二面交雑分析.育緩 41(別 1) : 302-

303. 

Rikiishi. K.. Oguro. H.. Samegima. M. and Hinata. K. 1988. C4 like plants obtained from a cross (Atriple.x rosea 

(C.) x A. Patuea (C1)) x A. rosea. 16th Internatl. Congress of Genetics abstract: 401. 

力石和英・安田昭三・関野吉郎.1990.オオムギの組織培養に関する研究1.完熟!E由来カルスからの再分化におけ

る品種間差異.育雑 40(別2): 62-63. 

力石和英・安田昭三.1991.オオムギの組織培養に関する研究n.未熟!E及び完熟匪由来カルスからの再分化の比
較.育雑 41(別2): 256-257. 

安田昭三・林二郎.1988.オオムギ近畿野生種 Hordeum spontaneumにおける稗長のヘテローシス.育雑 38(別

1) : 326-327. 

安田昭三 ・林二郎・守屋 勇.1988.オオムギ幼織物におけるへテローシスの評価.育雑 38(別2): 286-287. 

安田昭三・林二郎・守屋勇.1989.オオムギ縞萎縮病抵抗性品種の検索と抵抗性遺伝子の対立性検定(予報).育

雑 39(別2): 288-289. 

安田昭三・守屋 勇.1990.オオムギの不感光性極早生遺伝子 ea.の強調遺伝子について.育雑 40(別 1) : 438-

439. 

安田昭三 ・守屋 勇.1990.オオムギの細胞質優性不稔性.msm1.に対する治性回復系統.育雑 40(別2)

242-243 

安田昭三・守屋勇.1991.密穂オオムギの遺伝的研究fI. Malatya 5の極密穂遺伝子が稗長，穂長に及ぼす作用.育

雑 41(別2): 22-23. 

安田昭三 ・守屋 勇・林二郎.1989.密穂オオムギの遺伝的研究m.Malatya 5 (トルコ)の極密穂性の遺伝及び稗
長との関係.育錐 39(別1): 222-2幻.

安田昭三・守屋勇・林二郎.1991.地中海地方のオオムギ品種における春矯性遺伝子構成.育雑 41(別1): 

456-457. 
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生物間情報認職分野

兼久勝夫.1988.ハネカクシ亜科の尾部分泌線からのアクチニジン.第32回日本応用動物昆虫学会大会講演要旨:

195. 

兼久勝夫.1988.マタタピ業実成分と昆虫.日本応用動物昆虫学会中国支報告 30:73. 

兼久勝夫・積木久明・白神 孝.1989.オオムギのアブラムシ抵抗性要因としてのグラミン含量.第33回日本応用動

物昆虫学会大会講演要旨:157. 

兼久勝夫.1990.アクチユジンを含有する昆虫類.第34回日本応用動物昆虫学会大会講演要旨:109. 

兼久勝夫.1990.禾穀類のアコエヲト酸と耐アブラムシ性.日本応用動物昆虫学会中国支報告 33:45. 

Kawada. K. and Tsumuki. H. 1988. Effect of JH on the production of the sexual forms in the blue alfalfa aphid. 

Acyrthosiphon kondoi Shinji (Homoptera: Aphididae). Proceedings 凋 International Congress of 

Entomology: 393. Vancouver. 

河田和維.1988.オオムギに寄生するアブラムシの草野主選好性について.第48回日本昆虫学会大会講演要旨:32. 

河田和維.1988.ソルガムのヒエノアプラムシに対する耐虫性.第32回日本応用動物昆虫学会講演要旨:184. 

河田和維.1988.アブラムシ数種の寄主選好性検定法について.日本応用動物昆虫学会中国支報告 30:69. 

河田和維.1989.ヒエノアブラムシ2型の生活史パラメーター比較.第33回日本応用動物昆虫学会講演要旨:83. 

河田和維.1990.ヒエノアブラムシのIli汁行動とソルガムの耐虫性との関係.第34回日本応用動物昆虫学会講演要

旨:135. 

河田和維.1990.ヒエノアブラムシの疲汁行動.日本応用動物昆虫学会中国支報告 32: 51. 

河田和維.1991.ヒエノアブラムシの草野主選択行動.日本応用動物昆虫学会中国支報告 33:46-47. 

河田和維.1991.フウを加害するフウナガマダラオオアブラムシ日本にも分布.日本昆虫学会第51回大会・第35回目

本応用動物昆虫学会，合同大会講演要旨:191. 

河田和維・吉田英哉.1991.系統の異なるジャガイモヒゲナガアブラムシの有趨・有性虫出現について.日本応用動

物昆虫学会中国支部報 34: 53. 

越山洋三 ・積木久明・藤崎憲治・中筋房夫.1991.スコットカメムシの交尾に伴う雄付属腺分泌物の移送と雌の卵形

成.日本昆虫学会第51回大会・第35回日本応用車b物昆虫学会大会，合同大会講演要旨:234 

永井一哉・積木久明.1988.ナスの育菌ハウスでの蒸し込みによるミナミキイロアザミウマの防除.日本応用動物昆

虫学会中国支報告 31:38. 

Rustamani. M. A.・兼久勝夫.1990. Gramine contents and aphid population on barley lines.日本応用動物昆虫学会

中国支報告 33:45. 

Rustamani. M. A.・兼久勝夫.1991. Gramine and aconitic acid in barley. wheat. corn and sorghum as resistant 

component to aphids.日本昆虫学会第51回大会・第35回日本応用動物昆虫学会大会，合同大会講演要旨:312 

武 智広・積木久明・吉田敏治・篠田一孝.1989.低温順化がアズキゾウムシの低温耐性に及ぼす影・.第33回日本

応用動物昆虫学会大会講演要旨:68. 

Take. T.. Tsumuki. H.. Yoshida. T. and Shinoda. K. 1989. Effect of cold acclimation on the survival period of 

Callosobruchus chinensis at low temperature. Second International Symposium on Bruchids and Legumes: 
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71. 

積木久明.1988.ニカメイガ自由冬幼虫の過冷却点と氷晶核の組織内分布.日本応用動物昆虫学会中国支報告 31: 43. 

積木久明・兼久勝夫・白神孝.1988.オオムギの耐アプラムシ性要因 5.業の色と表面ワックスについて.第32回

日本応用動物昆虫学会大会線演要旨:184. 

積木久明・河田和維・書官久勝夫.1988.コンドウヒゲナガアプラムシの低温耐性.日本昆虫学会第48回大会講演要

旨:54. 

Tsumuki. H. 1989. Environmental adaptations of the rice stem borer. Chilo suttressalis and the blue alfalfa 

aphid. Acyrthosithon kondoi to seasonalfluctuations. Fifth International. Congress of Invertebrate 

Reproduction: 15. Nagoya. 

積木久明・今野晴義・山崎良樹.1989.ユカメイガ幼虫の氷晶核の存在部位とその性質.第33回日本応用動物昆虫学

会大会講演要旨:136. 

積木久明・河田和維・兼久勝夫.1989.コンドウヒゲナガアプラムシはなぜ北海道で完全生活環型をとるのか.日本

応用動物昆虫学会中国支報告 32:49. 

積木久明・今野晴義.1990.ニカメイガ鑓冬幼虫の氷晶核の可溶化とその性質.第34回日本応用動物昆虫学会大会鵡

演要旨:147. 

積木久明・今野晴義・前田学憲・岡本康博.1991.ニカメイガ幼虫の消化管から分離された氷敏活性カピについて.

日本昆虫学会第51回大会・第35回日本応用動物昆虫学会大会，合同大会構演要旨:305. 

積木久明・Rustamani.A. M. .兼久

勝夫.1990.オオムギ交雑系統を用いたアブラムシ主主抗性要因の解析ー特に表面ワヲクスと業色について一.日本応

用動物昆虫学会中国支報告 33:46. 

積木久明・吉田英首主・河田和維・兼久勝夫.1990.甘霞の信分析によるクリオオアブラムシの股汁部位の推定.日本

昆虫学会第50回大会講演要旨 :41.

白井健二・内海恭一・栗原政明・白井トア子・菅野紘男・服部 誠・田中福三郎・近藤 章・積木久明・回付貞洋.

1988.ニカメイガの合成佐フ£ロモンによる誘ヲ!と交信撹乱.第32回日本応用動物昆虫学会大会講演要旨:124. 

吉田英畿・積木久明.1991.大変グラミンとアプラムシ猛銑性-EDTA法による分析ー.日本応用動物昆虫学会中国

支報告 33:44 

吉田美食.1991.アプラムシと植物の相互作用ープロトプラストを用いた分析ー.日本昆虫学会第51回大会・第35回

日本応用動物昆虫学会，合同大会講演要旨:85. 

吉田英哉.1991. DNAフィンガープリント法の昆虫への応用.個体群生態学会会報 49:66. 

代謝調節分野

河崎利夫.1989.農業生物から資源生物科学へ.開所記念シンポジウム講演要旨〈岡山大学資源生物科学研究所〕

11-13. 

訟本英明・Chung.G.C.1988.カルシウム欠乏によるキウリ恨の膜ベシクルH+ポンプ活性の変動.日本土製肥料学会

講演要旨集 34:76. 

松本英明.1988.カルシウムが関与するエンドウ・クロマチンの構造と転写活性の制御.日本植物生理学会年会構演
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要旨集:211. 

絵本英明.1989.アルミニウムによるオオムギ根のプロトンポンプ活性の組審.日本土痕肥料学会講演要旨集 35: 

71. 

宮田将彦・柴坂三綬夫・河崎利夫.1991.オオムギ切断叡のK+愉送に及ぼす憶の影・.日本土援肥料学会講演要旨集

37: 74. 

森次益三・河崎利夫・木元栄子.1988.植物の生育と無償イオン暖収に及ぼす培地 pHの量9・(レタス，キャベツ及

びハクサイ).日本土耳障肥料学会講演要旨集 34: 61. 

量保次益三・河崎利夫.1988.オオムギ切断線における Ca.Na. Feの吸収・移行に及ぼす外液 pHならびに Caの影

響.日本土痩肥料学会講演奏旨集 34:84. 

藤次益三・河崎利夫.1989.オオムギ切断板におけるリン厳，硫酸，塩素イオンのIl!(収・移行に及ぼす外液 pHと

Caの影響.日本土痩肥料学会講演要旨集 35:74. 

孫次益三・河崎利夫・木元栄子.1989.アツケシソウの生育とイオン吸収に及ぼす培地条件の影..日本土嬢肥料学

会講演要旨集 36:193. 

Moritsugu. M. and Kawasaki. T. 1990. Effect of loading sites of cations on their absorption and translocation in 

excised barley roots. 14h 1nternational Congress of Soil Science (Kyoto). Transactions Vol.皿:221. 

森次益三・河崎利夫.1991.オオムギ切断援における陰イオンのIl!(収・移行と部位 (age)との関係について.日本土

猿肥料学会講演要旨集 37:75. 

柴坂三緩夫・宮田井容彦・河崎利夫.1991.アツケシソウ切断根における Na+依存性K+吸収と呼吸との相関.日本土

痩肥料学会講演要旨集 37:74. 

Sopandie. D.・森次益三・河崎利夫.1988.縞物切断根における NaとKの吸収および移行に及ぼす高浪度温類と

Caの影嘗.日本土壊肥料学会務署員要旨集 34:83. 

Sopandie. D.. Moritsugu. M. and Kawasaki. T. 1989. Effect of Ca on the absorption and translocation of Na. K 

and CI in NaCI-stressed Salicornia virginica and barley roots: Multi司compartmenttransport box experiment. 

The xxn Yamada Conference 'Plant Water Relations and Growth under Stress (0鈍ka).Abstract: 94. 

Stassart. J. M. and Kawasaki. T. 1990. 10n and metabolite distribution in salt stressed barley plants.日本織物生理

学会年会講演要旨集:67. 

Stassart. J. M. and Kawasaki. T. 1990. Partitioning of ions. metabolites and compatible osmotica in salt tolerant 

and salt sensitive barley varieties grown under salt stress. 1nternational Conference on 'Phloem Transport 

and Assimilate Compartmentation (Cognac)". Abstract: 81. 

機能物質解析分野

神田健太郎・竹田裕彦・清水俊雄・鈴木幸雄.1990.発隊法による AlanineGlucose esterの生成と構造.日本農芸化

学会誌 64:396. 

今野晴義・山崎良樹・加藤研治.1988.ニンジン培養細胞の分泌する Exo・PGaseの精製とその性質.生化学 60: 

644. 

今野晴義・山崎良樹・加藤研治.1989.ゼニゴケ培養細胞のベタチン質.日本農芸化学会誌 63: 273. 
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今野晴義・寺野由剛・斎藤達昭・加藤研治.1989.積物培養細胞における Exo・PGaseの形質発現.日本植物生理学会

111演要旨集:p.375. 

今野晴義・山崎良樹・加圏直研治.1991.ニンジン培養細胞の分泌するs-Galactosidaseの精製とその佐賀.日本食芸

化学会総 65:366. 

武蔵徳男・中村友重・永田栄美・山本 格・鈴木幸雄.1988.ラット組織のアスコルピン酸グ、ルコシド合成活性.生

化学 60: 818. 

老川典夫・杉本 学・田中英彦・左右田健次.1988.セレノメタロチオネイン及びメタロチオネインの分光光学的性

質.日本農芸化学会誌 63: 159. 

老川典夫・杉本 学・田中英彦・左右田健次.1988.セレン置自民メタロチオネインの合成とその佐賀.第5回微量栄

養元素研究会シンポジウム.

老川典夫・桜井弘・杉本学・江崎信芳・回中英彦・左右田健次.1989. ESRによるセレン置換メタロチオネイン

の構造解析.日本.芸化学会総 63:36. 

Soda. K.. Sugimoto. M.. Esaki. N.. Tanaka. H. and Harrison. P. R. 1988. Construction of mouse glutathione 

peroxidase gene and its expression. International Symposium G1utathione Centennial-Molecular and Clinical 

Perspectivesー (Osaka.Japan). 

坂本智子・中河原俊治・久住高章・加藤研治・今野晴義・出口縛則.1991.ゼニゴケ培養細胞の向調猪養系の確立.

日本植物学会第56回大会研究発表記録:279. 

杉本 学・老川典夫・江崎信芳・田中英彦・左右田健次.1988.合成メタロチオネイン遺伝子と lacZ'遺伝子の圏直合

および大腸菌での発現.日本農芸化学会誌 63:55. 

杉本 学・老川典夫・江崎英彦・田中英彦・左右田健次.1988.メタロチオネイン遺伝子の合成と発現.第1回メタ

ロチオネイン・シンポジウム.

杉本学・江崎信芳・田中英彦・左右田健次・ Harrison.P. R. 1988.マウスグルタチオンベルオキシダーゼゲノム

DNAのザプクローニングと大腸菌内での発現.生化学 60:836. 

杉本学・江崎信芳・田中英彦.Harrison， P. R.・左右田健次.1989.マウスグルタチオンベルオキ・ンダーゼ遺伝子の

大腿酋内での発現.日本農芸化学会誌 63:392. 

杉本学・江崎信芳・田中英lJ. Harrison. P. R.・左右田健次.1989.厳気条件におけるナンセンスコドン TGAのザ

プレッション.生化学 61: 1008. 

杉本 学・江崎信芳・回中英彦・左右田健次.1989. Nourostora crassaメタロチオネイン遺伝子の徳鎮と大腸菌中

での発m，.第6回微量栄養元素研究会シγポジウム.

杉本 学・鈴木幸雄.19釦.Mucor javani・cusのαーグルコシダーゼ遺伝子のクロ-.:.ング.生化学 62: 763. 

鈴木幸雄・内田綱.1988. Storobolom:ycesおよびAsp.rgillus属薗による培養時におけるガヲクト シルピリドキシ

ンおよびフルクトシルピリドキシンの生成.ピタミン 62: 188. 

鈴木幸雄・内田綱.1989. As抑 'gillus属薗による培養時におけるフルクトシルピリドキシンの生成日本康芸化学

会誌 63:607. 

鈴木幸雄・内田 綱.1989.αーグルコシルルチンの酸素的生成.日本良芸化学会誌 63:607. 

鈴木幸雄・内囲 網.1989.αーグルコシルアスコルピン酸の酵素的生成.ピタミン回:197. 
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鈴木幸雄・内回 綱.1990. Sporobolomタces属菌によるアラピ/シルシトシン新規誘導体.3'-0-(s司ガラクトシ

Jレ)ーアラピノフラノシルシトシンの生成.日本農芸化学会誌 64:694. 

鈴木幸雄・内田 綱.1990.ルチンの新規誘導体，aーグルコシルルチンの化学構造.日本腹芸化学会誌 64: 694. 

鈴木幸雄・内国 綱・米山 勝.1990.αーグルコシルフラポノイドの惇素的生成.ピタミン 64:244. 

Suzuki， Y. and Suzuki， K. 1990. Enzymatic formation of a new derivative of rutin， 4G -a -D-glucopyranosyl-rutin. 
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117-119. 

米谷俊彦・ Kyawtha Paw U. • AlexanderHeld. 1990. 植物群落上における乱流特性について~.日本気象学会1的0年

度春季大会講演予稿集:225. 

米谷俊彦・柏木良明.1990.植物群落内外における乱流愉送の観測.日本農業気象学会1鈎0年度大会，日本生物環境

調節学会第28回集会，合同大会総演要旨集:56-57. 

米谷俊彦・柏木良明.1990.植物群落上における乱流特性についてω.日本気象学会1四0年度秋季大会務演予稿集:
220. 

米谷俊彦・柏木良明.1田O.~帯用光合成・蒸散測定装置による継物環境反応の研究(2). 中国・四国の農業気象 3 : 

98-100. 

米谷俊彦・柏木良明.1991.組物群落内外における乱流輸送の観測(2).日本農業気象学会l田0年度大会，日本生物環

境調節学会第28回集会，合同大会講演要旨集:32-33. 
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米谷俊彦・柏木良明.1991.植物群海上における乱流特性についてa!t.日本気象学会1991年度春季大会講演予稿集:

243. 

米谷俊彦・柏木良明・平岡直子・尾向晴美.1991.倉敷市と玉野市渋川!における浮遊粒子状物質の観測(2).日本気象

学会関西支部例会講演要旨集 56:31-34. 

米谷俊彦・柏木良明.1991.植物群落内外における乱流暢送の観測(3).中国・四国の農業気象 3: 98-100. 

光田 寧・文字信貴・佐橋謙・米谷俊彦・塚本修・大滝英治.1988.大気中の炭酸ガス穫度の国際比較観測(3).

日本気象学会1988年度春季大会穂積予稿集:116. 

西 克久.1988. 23夜の月と豊凶年(1).昭和63年度日本農業気象学会全国大会講演要旨:208-209. 

西 克久・郡田英雄.1鈍8.タイヌピェ集団の病害について.雑草研究 33(別) : 163-164. 

西 克久.1989. 23夜の月と豊凶年(2) 水稲単収変Ibの章動周期波動性について.日本農業気象学会1989年度全国大

会.日本生物環境調節学会第27回集会，合同大会講演要旨:66-67. 

西 克久.1989. 23夜の月と豊凶年(3) 19世紀の凶作年.20世紀の凶作年.日本良業気象学会1989年度全国大会，日

本生物環績調節学会第27回集会，合同大会務演重要旨:68-69. 

西 克久.1989.君主国におけるヒメタイヌピェの分布について.雑草研究 34(別) : 53-54. 

西 克久.1990. 23夜の月と豊凶年(4) 月の出の時刻・方位と冷害年.日本良策気象学会1990年度全国大会，日本環

境調節学会第28回集会合同大会講演要旨:82-83. 

西 克久.1990.野生ヒエ種子の発芽に及ぼす指分濠度，浸透圧の影・.雑草研究 35(別) : 59-60. 

西 克久.1991. 23夜の月と豊凶年(5) なぜ23夜なのか.日本農業気象学会1991年度全国大会，日本生物環境調節学

会第29回集会.合同大会講演要旨:84-85. 

大滝英治・塚本 修・米谷俊彦.1989.水田上での二酸化炭素フラックスの直接測定.中国・四国の農業気象 2: 

120-121. 

Paw U. K. T.. Shaw. R. H. and Maitani. T. 1990. Gravity waves. coherent structures and plant canopies. 

Preprints. 9th AMS S:抑nposiumon Turbulence and Diffusion. Roskilde. Denmark. 244-246. 

Paw U. K. T.. Shaw. R. H.. Maitani. T. and Cionco. R. 1989. Gravity waves in an almond orchard. Preprints 19th 

AMS Confer. on Agric. and Forest Meteorol. Charleston. S. C. 184-185. 

鈴木晴雄・田中伸一・藤目幸康・米谷俊彦.1990.作物植被による変動光の波形.日本植物工婦学会平成2年度大会

シγポクウムおよび学術発表要旨集:43-44. 

竹花稔彦，木村和義.1991.オオムギ業の水滴付着量と接触角の業位別差異について.中国・四国の農業気象 4: 

26-27. 

回中丸重美.1988.二条大変の出芽性におよぽす土壕水分の影..日本農業気象学会全国大会総演要旨:186-187. 

田中丸.美，木村和線，鈴木晴雄，松村伸二.1990.瀬戸内地方における酸性雨の観測.一岡山および香川における

比較観測例.日本長業気象学会全国大会講演要旨:86-87. 

田中丸重美.1鈎O.ダイズ業の光合成・蒸散速度におよぽす浸水処理の影・-中国・四国の農業気象 2: 69-71. 

田中丸重美.1鈎O.業の光合成・蒸散速度におよぽす浸水処理の影..日本農業気象学会全国大会講演要旨:258-

259. 
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田中丸重美.19ω.個業の光合成・議散速度におよぽす浸水処理水温の影..中国・四国の農業気象 3: 10ト102.

回中丸重美.1990.オオムギ業の光合成速度におよぽす浸水処理の・6・.日作紀 59C別2): 79-80. 

回中丸重美，前回学問l.1991. ELISA法による内生アプシジン酸含量の測定について.中国・四国の廃業気象 4: 
24-お.

山下孔ニ・柏木良明・田村憲司.1989.根子岳斜面における地混変化からみた高度別融望書終了日.日本地理学会予稿

集:258-259. 

山下孔ニ・柏木良明・田村憲司.1鈎o.山地斜面における地温日変化からの高度別融雪期間の見積.日本雪氷学会全
国大会総演要旨:56. 

大麦系統保存施政

都田英雄.1988.オオムギうどんと病菌の交維によるコムギ品種およびカモジグサに対する病原性首系の作出.日植

病報 54:105. 

都田英雄・小西猛朗.1988.オオムギうどんこ病抵抗性遺伝子 Jml-oに対する病原性菌系.日植病報 54:346. 

都田英雄.1989.コムギうどんこ痢雑種目直系のコムギ，オオムギおよびカモジグザに対する病原性.日纏病報 55: 

91-92. 

金谷良市・松浦誠司・小山内英一・策回雅人・武田和義.1鈎o.オオムギ品種のフェノール反応，その地理的分布と
遺伝.育維 40C別 1) : 252-お3.

金谷良市・武田和義.1990.ムギ類赤かぴ病菌における病原性の分化.育雑 40(別2): 166-167. 

金谷良市・武田和豊島.1991.オオムギにおける耐湿性のFl分析.育雑 41C別1): 430-431. 

金谷良市・武田和義・呉 基日.1991.オオムギとコムギに対する赤かぴ病菌繰の宿主特異性.育雑 41(別2)

400-401. 

北野英巳・武田和豊島・多国彰子.1991.大黒型媛性稲における dm型節問長比の遺伝的制御.育錐 41(別 1) 

360-361. 

小池説夫・武田和義・佐竹徹夫.1990.イネの大粒性肉質遺伝子系統における穂苧期耐冷性.育雄 40(別 1) 

378-379. 

奥 尚・都田英雄・土崎常男.1990.アズマガヤうどんこ病菌 CErysiph，gramillis)の寄主範囲と分化型.日朝直痢
報 56:375. 

大久保和男・武田和義.1991.オオムギの幼植物における耐湿性の品種変異.育緩 41C別2): 396-397. 

小山内英一・武田和義.1988.オオムギ種子耐水性の遺伝解析.育雑 38(別1): l7IH77. 

佐藤和広・吉良賢二.1989.オオムギにおける網斑病抵抗性の品種変異と遺伝.(予報)育雑 39(別2): 298-2田.

佐藤和広・武田和義.1990.大変鰐斑病抵抗性に関する研究1.人工猪援における分生子形成条件.育雑 40(.BU 

1) : 284-285. 

佐藤和広・武田和義.1鈎o.大変網斑病短銃性に関する研究 2.KI05菌株に対する幼箇抵抗性の品種変異.育車産
40 C.BU 2) : 168-169. 
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佐藤和広・武田和義.1991.大麦網斑病抵抗性に関する研究 3.病原性の分化.育維 41(別1): 412-413. 

佐藤和広・武田和義.1991.大変網斑病抵抗性に関する研究 4.抵抗性の変動要因.育雑 41(別2): 406-407. 

柴田雅人・武田和義.1989.オオムギ赤かび病司自の殺菌剤〈トップジン)耐性.育雑 39(別1): 190-191. 

武田和義・部田英雄.1988.オオムギ赤かぴ病抵抗性の遺伝解析.育雑 38(別1): 178-179. 

武田和義・都田英雄.1988.赤かぴ病耐病性オオムギ品種の検索.育雑 38(別2) : 414-415. 

武田和義.1988.耐性・抵抗性の変異.第4回農業生物シンポジウム講演要旨:9 -13. 

武田和義.1989.オオムギ幼個物耐湿性の品種変異とそのダイアレル分析.育雑 39(別1): 174-175. 

武田和義.1989.栽培オオムギにおける休眠性の品種変異と遺伝性.育雑 39(別2): 270-271. 

武田和義.1990.イネの形質の発育パターンに関する遺伝育種学的研究(受賞講演).育雑 40(別 1):2-5. 

武田和義・佐藤和広・金谷良市.1990.オオムギにおけるリーフレス変具体の形質表現と遺伝.育雑 40(別2) 

446-447. 

武田和義・高橋高右衛門・安 輿東.1990.中国黄土高原におけるムギ類の育種.育雑 40(別1): 270-271. 

武田和義.19釦.作物における水ストレス耐性の遺伝変異.第6回資源生物科学シンポジウム報告:9-14. 

武田和義・金谷良市.1991.ピール周二条オオムギにおける裂皮粒歩合の二面交雑分析.育雑 41(別1) : 264叩

265. 

武田和義・金谷良市・張 成林.1991. ‘切り穂法'によるコムギの赤かび病主主抗性検定.育雑 41(別2) : 402-

403. 

露崎 浩・武田和義.1989.オオムギにおける裂皮・凸腹粒の品種変異と発生後構.育雑 39(別1): 386-387. 
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3.文部省特定研究

「資源生物機能の解析と制御に閲する研究J(昭和62年一平成元年度)
本特定研究は1987年度から1989年度にわたって実施された.この聞に，当研究所は「農業生物研究所Jから「資源

生物科学研究所Jへの改組・転換をはかり.1988年4月にその実現をみた.新研究所名「資源生物科学Jは“資源生

物の生物科学(パイオザイzンス)o の意であり，本特定研究は研究所の新しい展開の基礎をなすものとして企図さ

れた.

本特定研究の梼成は生物車と化学・物理班の2班とし，研究所数官の大節分の.加を得て組織した.研究課題は21

件に及んでおり，毎年，各筆毎に数回の討自憶を行って研究を進めた.各構成員の研究成果は，それぞれの関係学会誌

等に発表されているが，それ以外に，全体の研究をとりまとめ.r資源生物機能の解析と制御に関する研究(昭和62一
平成元年度・文部省特定研究成果報告.)j(全11l頁〕として発行した.

「生物相互における情報認織と応答反応に関する研究J(平成元年一3年度)

個々の生物は個体であっても，種の集団であっても，同種または異種の聞で，互にかかわり合いを持ちながら生存

している.資源生物の有効な利用には，このかかわり合いの解明は重要である.遺伝的な背景を解析し，遺伝子の発

現犠構を解明するグループ (5課題・ 6名).内的及び外的情報(シグナル)を探索するとともに，情報の認識，伝達

機構を解明するグループ (6課題・ 9名).情報に対する応答反応と反応様式および反応機構の両面から解析するグ

ループ (5課題 ・9名)に分けて研究を行った.農学部の遺伝資源開発学務座のスタッフの協力も得た.成果は104ベ

イジの報告書として平成4年3月に出版した.

「資源生物における水環境反応の解析と評価J(平成2年一4年度)
組物にとって水は必須の生存条件であるから，組物は色々な水環境に対して，適応的に分化してきた.近年，地球

規穫の環境の変化に伴って，酸性雨や半乾燥地帯の砂漠化に代表されるような，質と量の両面における水環境の劣化

が起こっており，その制御，抑制とともに資源生物の側面からみたこれら水環境に対する反応と耐性の解析及びその

評価が国際的な緊急課題となっている.

本研究では，上記のようにこのような環境劣化に対応すべき遺伝的素材の発掘や，その様々な耐性機能の生理的側

面の解析などを進めてきた.研究の遂行にあたり，量的側面及び質的側面を担当する 2査を精成し，量的側面におい

ては主に水過剰に対する継物の反応を，質的側面においては主に酸性雨および根園水の化学環境に対する植物の反応

を明らかにする.これらの研究の成果は劣化する水環境下での植物反応の実態を明らかにするとともに，さらにこの

面での問題解決の基礎資料として活用されることが期待される.
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n .教育活動
大学院農学研究科(修士課程)

氏名/修了年/学 位/面白文タイトル/指導分野(または旧鶴門雌)

柴田雅人/1989年/虫学修士/オオムギの赤かぴ病抵抗性に関する遺伝育種学的研究/作物遺伝学概

.上積昭/1989年/食学修士/Anabaena macrosporaの増殖とかび臭物質ジオス ミンの産生に及ぼす水質因子の研

究/水質学班

字筏和昌/1989年/農学修士/水生線草の管理に関する基礎的研究/線草学療

河口芳里/1989年/農学修士/ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクの種生態学的研究/維草学‘

Athanassios Kungolω，/1989年/農学修士/Effectof the Toxic Metals， Cadmium and Chromium on Daphnia 

Magna Modified by the Presence of Chlorella Elip鈎idea/水質学概

阿古巨恭子/1990年/農学修士/オオムギにおける受精厳争に関する遺伝学的研究/遺伝制御

大久保和男/1991年/良学修士/オオムギの出穂早晩性に関与する内的要因の生理.'i宣伝学的研究/遺伝制御

武智広/1鈎1年/慶学修士/ニカメイガの休眠生理に関する研究/生物間情報認識

兼重 寛/1991年/康学修士/クロッカスから分離された beanyellow mosaic virus (BYMV)の諸性質並びに

BYMV3系統の血清学的類縁関係/病態解析

山下耕生/1992年/虫学修士/オオムギ根原形質膜の Naclストレスに対する応答反応/形質発現

宮田鵜彦/1992年/良学修士/纏物援のカリウム吸収に及ぼす複化ナトリウム及び僚の影・/代謝調節

徹回拓也/1992年/農学修士/水稲田の継車群落に及ぼす不耕起及びレンゲ栽培の彫智に関する研究/環境適応解析

(※ 1989年については旧制度で修了)

大学院自然科学研究科〈博士課程〉

氏名/修了年/学位/筒文タイトル/指導分野

Didy Sopandie/l伺O年/学術博士 (Ph.D.) /Studies on Plant Responses to Salt Stress/代謝調節

Muhamad Ahmad Chozin/1990年/学術博士 (Ph.D.) /Genecological Studies on Cyperaceous Weed/遺伝制御

Rustamani， A. Maqωod/l鈎2年/博士(学術)(Ph. D.) /Gramine and Aconitic Acid as Resistant Components 

against Cereal Aphids/生物問情報認識

Athanassios Kungolos/l鈎2年/博士(学術)(Ph. D.) /Studies on a Short-Term Bioassay of Toxic Chemicals 

Using Saccharomyc，s corflt)isia，/生態化学解析
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研究生

氏名/期間/研究テーマ/術調草分野

金海昇一/1987年4月1日.......19ω年9月30日/微生物に及ぼす有害化学物質の毒性作用/生態化学解析

神田健太郎/1988年4月l日.......9月30日/生理活性物質の積化合物に関する研究/横能物質解析

岡村秀雄/1988年4月1日.......12月31日/微生物を用いた微量汚染物質の相互作用に関する生態署修理学的研究/生態化

学解析

霞崎浩/1988年4月l日.......1鈎9年3月31日/銀草の種生態学的研究/環境適応、解析

野田千代ー/1988年4月l日.......9月30日/観賞用 AlIiumから検出されたウイルスの病原学的研究/病態解析

蘇谷規正/1989年4月1日.......6月1日/昆虫類の防御物質分泌の系統的研究/生物問情報認識

張 鎌芳/1989年10月19日.......1990年10月18日/オオムギ品種の染色体パンドの解析/i宣伝制御

土井裕舗/1990年4月1日.......1鈎1年3月31日/生理活性物質の醇素的生物的変換に関する研究/峨能物質解析

間野吉郎;/1鈎O年2月1B.......I991年3月31日/オオムギにおける生産形質の環境反応に関する研究/遺伝制御

ill.資源、生物科学シンポジウム

(第5固)開所配念「資源生物科学の線題と展望」

当研究所は1988年に改組し，岡山大学録業生物研究所から資源生物科学研究所へと転換した.この改組による新研

究所の開所を記念して.r資源生物科学の課題と展望Jをテーマにシンポジウムを開催した.内容としては， “遺伝
子"， “分子生物学"， “植物生化学"および“環境"の側面から資源生物科学を考えるものであり，新研究所の理

念についても研究所長から述べられた.以上のように，本シンポヅウムは研究所の新しい飛躍の礎石とするために企

図されたものである.

演者/所属/潰層

高橋高右衛門/北海道大学名誉敏授/a業を支えた遺伝子
山下 淳/農林水ir省虚業研究センター/分子生物学から積物育種まで

赤沢 発/名古屋大学a学郵/資源生物科学の将来と積物生化学
菅 洋/東北大学遺伝生態研究センター/資源生物の環境を見る二つの視座

河崎利夫/岡山大学資源生物科学研究所/度第生物学から資源生物科学へ
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(第6回)r水ストレスと資源植物一地涼環境から遺伝子までーJ
当研究所改組後の実質的な飯初のシンポジウムとして企図された.

近年の地球環境変動を考え，特に植物の水ストレスに焦点をあてて，遺伝変異.生理的反応、あるいは生物工学的観

点からの話題提供があった.ただ，最初に講演予定の島津康男教授(名古屋大学理学部)が急に欠席となったため，

千葉喬三教授(岡山大学農学部)にシンポジウム全体の序説的講演をお願いしたことを附記する.

演者/所属/漬.

島津康男/名古屋大学理学部/地球環境から地域環境までー何がわっかっているのか，何を意味するか

松田昭美/鳥取大学長学部砂丘利用研究施設/アジアにおける乾燥地の気象環境と農業

武田和義/向山大学資源生物科学研究所/作物における水ストレス耐性の遺伝変異

高相自英一/京都大学長学部/;*に起因するストレスに対する植物の生理反応、

大山膨夫/農林水産省廃業生物資源研究所/水ストレス耐性の生物工学的アプローチ

(第7回)r資源植物の分子遺伝学とバイオテクノロジーJ
近年，遺伝子操作技術の進歩は著しし植物の研究分野にも多大の影'を与えている.すでにいくつかの生体複能

に関する遺伝情報やその発現調節働構が解析され，一方，数種の組物では分子マーカーによる遺伝子地図が作成さ

れ，農業上有用な遺伝子の探索が進みつつある.また，有用な外来遺伝子を組込んだ新しい育種素材の作出法も開発

された.このような状況下で資源纏物の分子遺伝学研究の方向を考えることは重要であり，先駆的研究に携わる 6名

の方々に研究の現状と展望をお話しいただいた.

演者/所属/漬.

山田哲治/岡山大学長学部/エンドウの病原菌に対する防御反応と遺伝子発現

都筑幹夫/東京大学応用微生物研究所/微細.類の C01百農絡組員構の分子生物学

中村研三/名古屋大学虫学部/イモ主要タンパク質を支配する遺伝子の多様な発現制御

島本 功/植物工学研究所/イネ形質転換体における外来遺伝子の発現と制御

村田 稔/岡山大学資源生物科学研究所/ライムギの染色体特異的 DNAのクローニング

常脇恒一郎/京郵大学度学部/コムギにおける RFLP分析

(第8回)r高等植物における生活環の遺伝的支配J
高等纏物の大きな特徴は.栄養生長と生殖生長を繰返しながら生活環(lifecycle)を完結し，増殖していくことで

ある.資源生物を開発・利用する立場からも，高等織物の生活環を制御することが必要であり，そのような観点か

ら，本研究所の外国人客員部門は「生活環解析Jと銘打っている.本シンポジウムは，高等植物の!E形成から発芽，

栄養生長を経て，生殖生長への転換，受精，結実に至る過程を一貫した流れとしてとらえ，多角的かつ総合的に解

析，討議することを目的として開催された.

演者/所属/演題

長戸康郎/東京大学鹿学部/突然変異体を用いたイネ!E発生の解析

倉石 膏/広島大学総合科学部/伸長生長の遺伝的制御の生化学

岡田清孝/基礎生物学研究所/シロイヌナズナを用いた組物袋官の形態形成過程の解析

安田昭三/岡山大学資源生物科学研究所/オオムギにおける出穂性の遺伝的支配

日1句康吉/東北大学食学郡/自家不和合性ー高等積物の受紛反応ー

佐藤光/九州大学長学榔/イネ種子貯蔵成分に関する突然変異体とその遺伝
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N.学術講演会

鵬飾/所属/演題/期日

田湾 仁/東京大学理学部/カルシウムと細胞運動と細胞膜/1988年7月29日

山口彦之/東京大学良学部/農業研究へのパイオテクノロクーの応用/1988年11月2日

甲斐英則/鳥取大学虫学部/生物と時間ータンパク質が時間をはかる?ー/1989年1月11日

大山莞爾/京都大学虫学協附属生物細胞生産制御実験セシター/継物の遺伝子操作ー光合成遺伝子を中心にー/

1989年10月20日

高裁成ー/岩手大学農学部/イネ科植物の鉄吸収調節機構とムギネ酸/1989年11月20日

四方英四郎/北海道大学長学部/病原遺伝子の研究ーウイルスとウロイド/1989年12月6日

内嶋嘗兵衛/お茶の水女子大学理学部/人間活動と地球環境/1990年9月28日

石川 統/東京大学理学部/細胞内共生微生物の分子生物学/1990年10月29日

岩淵雅樹/京都大学理学部/継物において遺伝子の発現特異性を規定する転写制御因子ーその様造と犠能一/1蜘年
12年21日

岡田吉美/帝京大学理工学部/タバコモザイクウイルスの分子生物学とバイオテクノロジーへの応用/1991年10月

18日

今関英雅/名古屋大学.学部/エチレン生合成制御機構の多様性一ACC合成書事業アイソザイム遺伝子の刺激特異的

発現ー/1鈎l年12月13日

千葉蔽銭/北海道大学農学部/αーグルコシダーゼの反応犠構・構造・犠能/1992年 l月14日
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v.非常勤講師による講演
楊師/所属/演題/期日

千葉調書三/岡山大学長学部/中国の緑地事情/19舗年10月21日

田中英彦/岡山大学長学部/セレンの生化学/19腿年11月16日

田野達男/岡山大学員学部/チオパチス嵐細菌における鉄と硫黄の代謝/1鈎8年11月30日

奥 八郎/岡山大学長学部/植物病における宿主寄生薗相互反応とそれに関与する情報分子/1988年12月21日

河津一銭/岡山大学長学部/マツノザイセンチaウによるマツ枯れと天然物化学/1988年12月23日

開谷次郎/岡山大学員学部/植物の環賓適応と膜脂質/1989年1月20日

北僚良夫/中国廃業試験婦/穂・来・果実の光合成とその生産的意書量/1989年2月8日

宮本硬ー/元香川大学慶学部/わが国良薬物理学の系硲/1989年6月16日

岩佐順吉/岡山大学.学部/神経薬理消息子としてのグラヤノト牟シンの利用/1989月7年21日

武丸恒雄/岡山大学理学部/担子薗頬における生活史の遺伝的制御/1989年9月13日

冨久保男/岡山県長業試験鋤/岡山県におけるホテイアオイの生息と繁殖特性について/1989年9月29日

中筋房夫/岡山大学長学部/植物と食植性昆虫の共進化/1卯O年7月31日

不破英次/福山大学工学部/澱船の生合成一何が何処まで解ったかー/1990年9月21日

大JII安信/中国食業試験鋤/花粉精豊島とその応用/1鈎O年11月5日

井上忠男/元大阪府立大学農学官官/植物ウイルスの古記録から(万葉集の歌にまつわる話題を中心に)/19剖年11月

7日

渡海 象/中国度重量試厳場/植物の除草剤j抵抗性について/1的O年12月14日

佐藤公行/岡山大学理学部/光化学系E反応中心の分子機築とその動態/1991年9月21日

林 陽生/四国度第試験婦/蒸発(散)量の計測と乾燥地繊における踏特性/1991年10月26日

白石友紀/岡山大学農学爺/病原糸状蘭による植物宿主防御反応の制御/1991年11月11日

猪口雅彦/岡山理科大学理学部/形質転自民植物を用いた遺伝子発現関節の解析/1991年11月25日
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VI.学会等の開催

理学会名簿/期日/世話分野

11th Meeting of International Working Group on Legume Viru鑓 5/1988年8月28日-30日/病態解析

日本水質汚濁学会西部支部(有害化学物質の毒性試験とモニタリングに関するシンポジウム)/1988年10月15日/生

態化学解析

日本応用動物昆虫学会中国支部・日本昆虫学会中園支部昭和63年度合同大会/1988年10月28日/生物問情報認識

第22回種生物学シンポジウム/1991年2月8日-10日/環境適応解析

日本水質汚濁学会中国四国支部総会/1991年3月23日/生態化学解析

Fifth International Symposium on Toxicity Asse5sment/I991年5月13日-5月18日/生態化学解析

日本廃業気象学会中国四国支部大会/1991年11月15日-16日/環境適応解析
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VH.海外出張

氏名/出張先/期間/目的

米谷俊彦/アメリカ合衆国・オランダ他/1987年7月20日-1988年5月19日/作物群落における乱流輸送に関する研

究

井上成信/イタリア他/1988年5月26日-6月14日/第7回国際観賞植物のウイルスに関する研究集会に出席

村本茂樹/スウェーデン.ギリシア他/1988年6月10日-8月9日/生物園における金属コンプレキサンの挙動と作

用性に関する研究

入木正一/オーストリア，スイス，西ドイツ/1988年6月27日-7月12日/InternationalWorkshop on Water 

Treatment and Drinking Water Regulationsにて研究発表，並びに上記3国の水環境調査

中島進/同上

武田和義/中国/1988年7月2日-8月3日・ 1989年3月9日-23日・ 7月22日-8月8日・ 1990年3月7日-27

日・ 7月11日-8月11日・ 1991年3月11日-19日/黄土高原緑化に関する共同研究

.久勝夫/カナダ/1988年7月3日-12日/18thInternational Congress of Entomology出席

河田和維/岡上

紳 陽子/タイ/1988年12月l日-16日/水生維草の水質浄化及び土痕改良剤への利用化に関する研究

領本敏/中国/1989年2月20日-3月l日/雲南省の農業視察特に水因縁草の調査

入木正一/アメリカ合衆国/1989年5月4日-15日/4thInternational Symposium on Toxicity Testing Using 

Microbial Systems t，こ出席

小西猛朗/東西ドイツ/1989年4月19日-25日/国際大変遺伝資源委員会及び第3回欧州植物遺伝資源委員会大麦部

会に出席

青山勲/アメリカ合衆国/1989年5月6日-19日/4thInternational Symposium on Toxicity Testing Using 

Microbial Systemsにて研究発表並びに座長

弁上成信/インドネシア/1989年7月31日-8月14日・ 1990年7月20日-8月2日/熱帯作物のウイルス・フリー化

に関する共同研究

杉本学/アメリカ合衆国/198伴 12月16日-22日/環太平洋国際化学会議に出席

鈴木幸雄/嶋国/1990年5月5日-14日/第2回国際バイオテクノロジー会議〈アジア・大平洋パイオテクノロジー

会議〉に出席.1ft演発表及び忠北大学遺伝子工学研究所にて招待講演

安回昭三/鴫園/1990年5月11日-17日/鴫周作物学会年次総会にて特別講演

武田和義/フィリピン/1伺O年5月13日-19日/第2回国際イネ遺伝学シγポジウムにおいて招待講演

松本英明/アメリカ合衆国/1鈎O年6月23日-7月l日/第2回国際シンポジウム“PlantSoil Interactions at Low 

pH"において招待講演

武田和義/中国/1990年9月13日-26日・ 1991年10月5日-10月11日/中国三河平原の塩類化防止に関する共同研究
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杉本 学/アメりカ合衆国/1990年11月1日-1鈎2年4月30日/合セレンタンパク質へのセレンの取り込み機構に関

する研究

鈴木幸雄/ケニア/1990年12月10日-24日/勝察学及びその応用に関する調査研究並びにジョモ・ケニヤヲタ盛工大

学協力に係る計画打合せ

中島進/アメリカ合衆国，カナダ/1991年3月2日-20日/生物が産生する有偉物に関する研究並びに Third

International Symposium on Off-flavors in the Aquatic Environmentにて研究発表

武田和義/中国・台湾/1991年5月20日-30日/畑作物の耐湿性育種に関する共同研究

本音徳男/アメリカ合衆国/1991年6月15日-6月22日/1991年世界細胞組織会自民出席

前回学憲/オーストラリア/1991年6月25日-1992年4月25日/キュウリモザイクウイルスに関する研究

鈴木幸雄/ケニア/1991年7月14日-8月26日/JU医学及びその応用に関する調査研究並びにジョモ・ケニヤッタ農

工大学協力に係る研究指導，特に食品科学ポストハーベスト学科所属教官に対する技術指導及び研究課題の

選択指導

安田昭三/スウ εーデン，ノルウェー/1991年7月18日-8月3日/国際大変遺伝資源研究集会，第6回国際大変遺

伝学シンポジウム出席

武田和義/スウェーデン・ノルウェー/1伺l年7月21日-8月3日/第6四国際大変遺伝学シンポジウム出席

榎本 敬/インドネシア/1991年10月14日-11月2日/第13回アジア太平洋雑草学会$加およびポゴール康科大学に

おける雑草研究，講演

青山勲/中国/1991年11月18日-25日/Asian Waterqual '91 3rd IA WPRC Regional Conference on 

Development and Water Pollution Controlにて研究発表

河田和維/フ 4リピン/1田2年3月9日-18日/熱帯作物の病害虫抵抗性と防除に関する研究
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四.研究者の受入れ

氏名/国鰭/所属/期間/受入れ分野

G. C. Chunliレ/飾周/全南大学/1988年8月1日-1988年7月1日・ 1990年8月8日-12日/代謝調節

貴志、文昭/日本/キリンピール/1988年4月20日-23日/病態解析

Arunee Yuvaniyama/タイ/SoilSalinity Res. Sect.. Land Development Dept./1988年9月1日-1988年9月30

日・ 1991年2月27日-1991年3月31日/代謝調節

R. Kaiser/ドイツ/JustusLiebig Univ. Giessen/1988年9月2日-5日/遺伝制御

Kalala Ka bam ba Tshibangu/ザイール/NationalInstitute of Natural Sciences/1988年9月16日-10月15日/生態化

学解析

J. M. Stassart/ベルギー/VrijeUniv. Brussel/1989年2月4日-1990年7月31日/代謝調節

Triharso/インドネ、ンア/GadjahMada Univ./1989年3月27日-28日/病態解析

Susamto Somowiyarjo/インドネシア/GadjahMada Univ./1989年3月27日-28日・ l回l年3月14日-15日/病態

解析

金谷良市/日本/サッポロビール/1989年4月1日-1991年3月31日/遺伝制御

Wong Sek Man/・ンンガポール/NationalUniv. of Singapore/1989年4月3日-8日/病態解析

T.apRees/連合王国/Univ.of Cambridge/1989年4月11日/形質発現

U. Heber/ドイツパJniv.WOrzburg/1989年5月7日/代謝調節

K. J. Dietz/ドイツ/Univ.Worzburg/1989年5月7日/代謝調節

W. Kaiser/ドイツ/Univ.WOrzburg/1989年5月7日/代謝掬節

A. Hager/ドイツパJniv.TObingen/1989年5月7日/代謝調節

E. Steudle/ドイツパJniv.Bayreuth/1989年5月7日/代謝調節

H. J. Bohnert/アメリカ合衆国パJniv.Arizona/1989年5月7日/代謝調節

P. Schopfer/ドイツ/Univ.Freiburg/1989年5月11日/形質発現

蘇 匡基/中国・台湾/.林庁/1989年6月12日-13日/環境適応、解析

陳 右人/中国・台湾/茶業改良場/1989年6月12日-13日/環境適応解析

鍾 徳月/中国・台湾/貨当権改良場/1989年6月12日-13日/環境適応解析

呂 文通/中国・台湾/農業改良場/1989年8月12日-13日/環境適応解析

1. G. K. Susurama/インドネシア/Fac.Agr. Udayana Univ/19紛年8月20日/生物問情報認識

P.B∞dsara/タイ/Dep.Agr. (Thai) /1989年9月8日/生物間情報認識

V. Porntip/タイ/Storedlnsect Res./1989年9月8日/生物問情報認識
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Suyono/インドネ、ンア/BogorRes. Inst. Food Crops/19ω年9月9日/生物問情報認自民

M.おeprapto/インドネシア/GadjahMada Univ./19駒年9月9日/生物間情報認織

J. A. Volkov/ソ連/ソ連科学アカデミー/1989年10月5日/環境適応解析

G. L. Elagina/ソ連/ソ連科学アカデミー/1989年10月5日/環漬適応解析

Zakaria Sidek/マレーシア/Univ.Pertanian Malaysia/l989年10月9日-10日/病態解析

K. W. Michael Siu/カナダ/カナダ国立研究所/1989年10月31日-11月4日/生態化学解析

鄭 甲彩/.国/全南大学/19ω年11月15日-16日/生物問情報認識

金基滑/鱒国/全南大学/1蜘年2月19日-21日/病鰻解析

奈尾雅浩/日本/受媛県廃業献験縄/1鈎0年2月19日-24日/病態解析

P. Alain/フランスパ.N.R.A./l卿年間19日-21日/形質発現

満生阜磨/日本/民衆生物資源研究所/1990年3月29日-31日/遺伝子解析

F. Tjallingii/オランダ/Univ.Wageningen/l990年3月14日-15日/生物間情報認織

E.Davies/アメリカ合衆国パJniv.Nebraska/l蜘年5月30日-31日/形質発現

錫嘉文/中国・台湾/良林庁/19伺年6月11日-15日/環郷適応解析

貧健男/中国・台湾/慶林庁/19ω年6月11日-15日/環境適応、解析

陳 玄/中国・台湾/茶業改良織/悶鉛年6月11日-15日/環境適応解析

李健俸/中国・台湾/廃業改良編/19ω年6月11日-15日/環境適応解析

梁仁有/中国・台湾/中央気象局/19鉛年6月11日-15日/環境適応解析

A.M.Chepe/ベルーパJniv.Agr. Lamolina/I990年6月25日-27臼/生物問情報認織

N. B. Ariffin/マレーシア/Univ.Pertanian Malaysia/l990年10月6日/代謝調節

E.Barak/イスラエル/HaifaChemicals Ltd'/l990年10月19日/代謝関節

M.Mahm∞d/マレーシアパJniv.of Agr. Malaysia/19伺年10月29日-31日/形質発現

鄭 克寛/中国/内獲古康政学院/1989年10月31日/代謝鯛節

J. P. Quirk/オーストヲリアパJniv.of Western Australia/l蜘年11月9日-10日/代謝調節

N.Bab仙 ova/ブルガリア/科学アカデミー/1蜘年11月14日~悶例年3月25日/形質発現

LeVanHoa/ゲェトナム/CanthoUniv./l蜘年11月29日/形質発現

安泰圭/鱒国/慶尚大学校康科大学/1991年l月28日-29日/病態解析

金谷良市/日本/ザッポロビール/1991年4月1日-1991年7月31日/大変系統保存施設

呉基日/中国/延辺康学院/1991年4月1日~ゆ93年3月31日/大変系統保存篇設

木方行郎/日本/石原産業/1991年4月24日/遺伝子解析

C. E. Cerniglia/アメリカ合衆国/Natl.Center Toxicol. Res./l鈎l年5月13日-18日/生態化学解析
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B.].Dutka/カナダ/Natl.Water Res. Inst./1991年5月13日-18日/生態化学解析

D. Fearnside/連合王国/YorkshireWater Serv./1991年5月13日-18日/生態化学解析

D. Liu/カナダ/Natl.Water Res. Inst./1鈎l年5月13日-18日/生態化学解析

]. L. Slabbert/南アフリカ/Dev.Water Tech. CSIR/1991年5月13日-18日/生態化学解析

H. C. T. Quiroz/メキシコ/ChapingoUniv./1991年6月22日-23日/形質発現

G. H.Abro/パキスタン/SindhAgr. Univ./1鈎l年8月2日-3日/生物間情報認識

P. G. ]arvis/連合王国/エジンバヲ大学/1991年4月1日-3日/環境適応解析

M.Rahmani/マレーシアパlniv.Pertanian Malaysia/1鈎1年刊18日/生物問情報認識

A. C. Sumalde/フィリピン/Univ.Phil./1鈎1年11月29日-12月5日/生物問情報認識

朱登唆/中国/河南省科学院/1991年12月2日-3日/代謝調節

奈徳飽/中国/河南省科学院/1991年12月2日-3日/代謝調節

織 明武/中国/河南省科学院/1991年12月2日-3日/代謝調節

劉保慶/中国/河南省科学院/1991年12月2日-3日/代謝調節

謝 宝諭/中国/中国科学院動物研究所/1992年3月12日/生物間情報認識

C. Schnarrenberger/ドイツ/FreeUniv. of Berlin/1鈎2年3月17日/形質発現

R. Malkanti/スリヲンカ/Univ.of Peradeniya/1992年3月18日/代謝調節

R. G. Herrmann/ドイツパlniv.of Munich/1鈎2年3月25日/形質発現

医.学術賞等の受賞

氏名/貧名/受賞事由/受賞年月

米谷俊彦/日本農業気象学会賞/作物群落と地表風との相互関係/1989年7月

八木正一/厚生大臣表彰/水道界における技術的諸問題を解明すると共に，水道の普及，発展に顕著な業績を残され

た功労/1四0年2月

武田和義/日本育種学会賞/イネの形質の発育パターンに関する遺伝育種学的研究/1990年4月

木村和義/日本農業気象学会賞/爾に対する作物の生理・生態学的研究/1991年4月

鈴木幸雄/社団法人発明協会平成3年度中園地方発明表彰(岡山県知事賞)/水槽性ルチンの製造方法/1991年10月

井上成信/山陽新聞賞(学術功労)/花升植物に発生するウイルス病に関する研究/1992年l月
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員職x. 
簿 (平成4年4月1日現在)名

三

英

和

子

昭

和

恭

和

回

石

浦

宅

遺伝制御分野

教 授(康博)安

助手力

銭官松

銭術補佐員 三

明

子

延

一

首

英

洋

身

文

早

本

本

西

崎

石

夫

形質発現分野

教 授(農縛)松

助教授(理博)山

助 手(理博). 

" C医博)江
官カ

勝久授(康博)兼

男

稔

豊

飽

(併任)教

遺伝情報発現部門
遺伝子研究分野

教 授(康博)本

助教授 CPh.D)村
助手小

吉

田

倉

』是所

" 

雄

樹

義

学

子

幸

良

晴

木

崎

野

本

野

織骨量物質解析分野

教 授(康博)鈴

助教授(康博)山

助 手(理博)今

11 C農縛)杉

官味

夫

三根夫

真木

佳子

利崎

家

原

山

設

代樹網節分野

教 授(康博)河

助教授

助 手(理博)柴

" C理博)且
官秩

雄

夫
維
明
哉
卓
亭

英

勝

和

久

美

生物機能解析部門
生物間情報隠蝕分野

教凌ca樽)兼
助教授ca博)河
助 手(良博)積

" c理博)音
官自

野

久

図

木

田

神

字官技

義

久

彦

敏

美

明

子

子

愛

和

克

俊

重

良

直

幸

銭

環境適応解析分野

教 授(農博)木

助教授(農博)西

" c理博)米谷
手 復本

" c康博)田中丸
" c理博)柏木
銭官 平岡

銭術有者佐員 平野

村

助

Ib 
樹

進

日佐夫

茂

山

本

島

崎

技

生態化学商事析分野

教 綬(工博)育

助教綬(農相事)村

助 手(理博)中

銭官西

信

量

恩

義

二

種

成

学

正

輿

銭

生物環境反応部門
病態解析分野

教 授(康博)弁

助教授(康博)前

助手麻

銭官光

銭術補佐員 斉

上

田

谷

畑

藤

議

議

緩

広

子

子

和

和

英

和

智

泰

回
回
国
草
原

附属大麦系統保存施設

施設長(併任)教 授(農博)武

教 綬(農博)武

助手部

"佐
銭能補佐員 紳

" 村

生活環解析(外国人客員)部門
客員教授 CPh.D)Kenneth William Shepherd 

三

義

夫

昭

和

正

回

国

見

授ca博)安
綬(農縛)武

官高

農場

場長(併任)教

事(併任)教

技

自量

主

附属図書館資源生物科学研究所分館
分館長(併任)教授(康博)鈴木幸雄

受入係

係長

事務官

閲覧係

係 長(併任)脇

事務補佐員 背

" c併任)黒

国

子

修

子

子

子

篤

笹

崎

嘉

園

田

本

長

本

弁

原

脇

清

洋

介

子

教

三 穂

昌子

永律子
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知
揖
汁
寛

岡野

絵本

木地

三 宅

山本

黒原

能笠原

係

長

任

官

官

員佐補
“
"

務

技

事

針

務

会

係

主

事

• 
洋

子

彦

樹

子

操

宜

直

一

茂

節

回

科

神

藤

木

崎

原

仁

白

近

鈴

宮

小

事務部

務長坪

務係

長

官

技官

事務補佐員

臨時用務員

務

事

庶

係

事



動異

所長(併)

大変系統保存施設長(併〉

図.分館長(併)

助手/遺伝制御

助手/代謝調節

助手/生物問情報認識

助手/繊能物質解析

助教授/代鮒調節

教授/形質発現

助手/遺伝制御

助手/大変系統保存施般

助手/遺伝制御

駒教授/大変系統保存1Iti設

助手/環境適応解析

助教授/遺伝制御

助教授/大変系統保存施設

教授/大変系統保存施般

助教授/形質発現

助手/代謝調節

助教授/代樹調節

教授/遺伝子解析

敏授/生態化学解析

助教授/生態化学解析

教鐙/生態化学解析

図書分館長(併)

助手/形質発現

助手/代総調節

助教授/遺伝子解析

助手/遺伝子解析

助手/生態化学解析

助教授/生態化学解析

助手/病態解析

助手/大変系統保存施般

助手/病態解析

助敏授/病態解析

所属等在聡期間

1988. 4. 8~1992. 3.31 

1988. 4. 8~1992. 3.31 

1988. 4. 8~1990. 3.31 

~1989. 3.31 

~1989. 3.31 

1989. 4. 1~ 

1989. 4. 1~ 

夫

郎

子

哉

学

明

氏名

<.佐官)

河崎利

安田昭

" 
ニ

陽

英

~1989. 5.15 

~1989 . 1 1. 30 

1989.12. 1~1990.1L 15 

1990.11 . 16~ 

1990. 1. 1~ 

林

沖

音

杉

松

~1989 . 9.30 

1989. 5.16~ 

1989. 7. 1~1990.12.31 

1991. 1. 1~ 

1989. 9. 1~ 

1989.11. 1~ 

広

芙

朗

明

義

和

和

猛

良

和

国

本

本美

藤

石

西

木

田

H 

佐

カ

小

柏

武

~1989.12.31 

1990. 1. 1~1990. 7.31 

1990. 1.10~ 

~1990. 3.31 

~1990. 3.31 

子

男

洋

益

線

正

" 

古

木

山

本

次

山

森

本

人

事

円

1990. 4. 1~ 

1990. 4. 1~1992 . 3.31 

1伺O.4 . 16~ 

1990. 4 . 16~ 

1990. 8. 1~ 

1990. 8. 1~ 

勲

成信

身延

三緩夫

稔

重量

樹

" 
上

西

坂

田

倉

本茂

井

首

揖

柴

村

小

村

~1991. 3.31 

1991. 4. 1~ 

部 ~1991. 6.30 
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1991. 7. 1~ 

~1992 . 2.15 

1992. 2 . 16~ 

維

憲

英

塁手
" 

" 

回

回前



在臓期間 所属司事

事務長

会計係長

会計係

事郡長

会計係長 ・

会計係

形質発現

農場

庶務係長

整理係長

閲覧係

庶務係長

受入係長

代謝調節

遺伝制御

会計係

庶務係

受入係

事務長

会計係

庶務係

受入係

遺伝制御

形質発現

代謝調節

-1989. 3.31 

-1989. 3.31 

-1989. 3.31 

1989. 4. 1-1991. 3.31 

1989. 4. 1-1992. 3.31 

1989. 4. 1-1992. 3.31 

-1990. 3.31 

-1990. 3.31 

-1990. 3.31 

-1990. 3.31 

-1鈎O.3.31 

19ω. 4. 1-

1990. 4. 1-

-1991. 1.22 

-1991. 3.31 

-1991. 3.31 

~印91.3.31 

-1991. 3.31 

1991. 4. 1-1992. 3.31 

1991. 4. 1-

1991. 4. 1-

1991. 4. 1-

1991. 4. 1-

1991. 8. 1-

1991.11. 1-

)

博

雄

男

雅

博

彦

子

介

之

樹

子

洋

子

子

勇

郎

被

彦

和

介

彦

修

和

首

子

園田

h
ツ

名

側

邦

茂

義

武

宜

伸

克

茂

和

宣

篤

祭

悦

利

利

洋

一

恭

早

佳

氏

の

原

弁

林

岡

本

田

問

屋

川

島

上

科

本

元

墨

田

野

元

木

本

藤

長

浦

石

山

そ(
草

原

岩

小

宮

松

平

福

三

森

中

弁

‘
仁

脇

木

守

黒

小

大

赤

松

近

清

松

カ

秋

庶務係

庶務係

庶務係

代謝調節

形質発現

大変系統保存施設

環境適応解析

大変系統保存施設

庶務係

受入係

遺伝制御

遺伝制御

大変系統保存施設

庶務係

庶務係

庶務係
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-1988.12.28 

-1989. 3.31 

1989. 1.1ト 1992.1.18 

1989. 5. 1-1989. 5.15 

1989. 5.16-1991. 7.31 

-1990. 2.24 

-1990. 3.31 

1990. 4. 1-1991. 3.30 

1990. 4. 1-1991.10.31 

1鈎O.4. 1-

1990. 4. 1-1990. 9.30 

1991. 4. 1-

1991. 4. 1-

1991.11.11-

1992. 1.16-

-1992. 3.31 

(非常動職員)

吉田由美子

議山由加里

酒田みどり

岡田早苗

力石早苗

村上淳子

須山真由美

金谷さゆり

秋山佳子

育井嘉子

三 宅和子

智子

節子

永津子

泰枝

神

宮崎

能受原

小 JII



XI.大型設備施設の購入

設備
研究用設備

購入
装置名 型 式 購入金額 購入月日 設置場所 備 考

年度

S. 63 ，，~イオクロマト ファルマシア製 円
一般設備費ウJレトロクロム 7.190.000 H 1. 1.27 極陸能物質解析

グラフ装置 ポンプ他

受容細胞反応 日本光電製
5.130.000 1. 2.20 生物問情報認識 " 記録音十システム VC-11A他

組織培養システ 島津製

ム SCB-1300BS他
2.950.000 1. 3.28 遺伝制御 " 

電気泳動システ ファルマシア製
1.497.000 形質発現 改組設備費" ム Phast Syste皿

レーザ発生装置
日本電気製

5.346，000 生物間情報認識" " LQUP-2700 

携帯用光合成蒸 小糸製
環境適応解析3.200.000 " " 敵視~定装置 KIP-8510AB他

落射蛍光顕微鏡 ニコン 大変系統
2.231.000 " " システム XF-EFD2他 保存施設

ヲジオ吟液体
クロマト ラフ

島津製

装 置 LC-6A他
5.980，000 1. 3.30 R 1実験棟 一般設備費

H.フE レーザーデンシ 島津製
形質発現2.925.000 2. 3.16 " ト メ ータ CS-9000型他

群落生物環境反 海上電複製
12.772.000 環境適応解析" " 応測定装置 DAT-390型他

オアプシフイドハイ

遺伝子解析装置
ステムズ製 41.509，000 2. 3.23 遺伝子解析 研究用設備充実費
Z39f1PC型R-M飽A 

H. 2 目立製
電子顕微鏡装置

H-7000B型他
38，831.000 3. 1.31 病態解析 研究基盤設備費

偏元子計光素吸光ゼ同時分ー分光マ析光ン原度多 目立製

Z-9000型他
9，115，500 3. 2.14 生態化学解析 一般設備費

一波長ダブル 島津製
ビーム自記分計光 10，712.000 3. 2.28 生物間情報認識 11 

光度 UV-3000型他

H. 3 デジタル画像解 カ-Jレツアイス

析システム 製 VIDAS他
14，420.000 4. 3.23 遺伝制御 " 

植物群落構造解 盛和製

析システム LAト2∞0型他 3.996，400 4. 1. 23 環境適応解析 " 

分雌用超遺IUll!t
目立製

CS120型他
5，500，200 4. 3.27 R 1実験棟 11 
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大変系統保存用設備

購入
装置名 型 式 購入金額 購入月日 設置場所 備 考

年度

H. 2 三洋電繊製 大変系統
低温乾燥庫 4，377，500 H 3. 3.25 系統保存近代化経費

IIBCR-3000D型他 保存施設

H. 3 遺伝資源情報管 日本DEC製
DECstation5000 3，378，4∞ 4. 3.27 " " 理 シ ステム モデ川2511X型他

一一一

放射線安全管理設備

購入
装置名 型 式 購入金額 購入月日 設置場所 備 考

年度

S.63 放射性有犠廃液 若井田理学製 放射線安全管理設備
4，100，0∞ H 1. 3.28 R 1実験棟

焼却装置 WBト3100N型他 費

H.元 液体シンチレー ファルマシア製
4，593，800 2. 3.23 " " ションシステム 1410E型製

H. 2 放射性有機廃液 アロカ製
2，080，600 3. 3. 6 " " 蒸留装置 ID5-101B型他

H. 3 高速真空凍結乾 東京理化製
3，677，1∞ 4. 3.25 " " 燥 シ ステム FD-81-T5型他

施 設

設霞 取得価格

年度
区分 施設名 規格

〈台帳価格)
-工年月日 面積 備 考

S. 63 
1.6田，740円

nt 
建 物 RI廃液焼却室 B-l H 1. 3.29 9 

工 作物 収種物乾燥場 R-l 2，297，509 1. 3.29 80 
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